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人がつながる田園都市「広報あきたかた」

 安芸高田市の魅力を
発信します。

〈第2特集〉平成29年度施政方針

特 集バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
で

日時：4月 28日（金）10：00～10：30
場所：保健センター

2歳 6か月児相談

次回はここで撮影します！

●お問い合わせ

撮影に関するお問い合わせは政策企画課まで。
企画振興部　政策企画課　☎0826-42-5627

※受付時間

吉田町

宗下　琉希くん（H26.4.26 生）
「たくましくなあれ！」

むねした　　  りゅうき 吉田町

作田　悠晴くん（H26.7.7 生）
「笑顔いっぱいで大きくなってね」

さくだ           ゆうせい

吉田町

凝重　果奈ちゃん（H26.7.17 生）
「元気いっぱい大きくなってね」

こりしげ　　 　 かな

吉田町

秋田　大和くん（H26.7.19 生）
「元気で大きく育ってね。」

あきた　　　  やまと
吉田町

山根　海人くん（H26.8.3 生）
「元気いっぱい大きくなってね

！」

やまね　　　   かいと
美土里町

岡茂　鈴音ちゃん（H26.8.9 生）
「Happy Everyday ！」

おかも　　　  すずね

八千代町

岩見　優ちゃん（H26.8.9 生）
いわみ　　　 ゆう

吉田町

細川　結菜ちゃん（H26.8.12 生）
「これからも仲良く遊ぼうね！！」

ほそかわ　　　ゆうな
吉田町

細川　満月ちゃん（H28.10.13 生
）

「これからもスクスク育ってね」

ほそかわ　　　みつき

安芸高田市　政策企画課 〒731-0592 広島県安芸高田市吉田町吉田791 TEL 0826-42-5627 FAX 0826-42-4376 http://www.akitakata.jp/企画・発行

シンセイアート株式会社 〒727-0004 広島県庄原市新庄町5088番地58 TEL 0824-72-7890 FAX 0824-72-2128 編集・印刷



〈 今月の表紙 〉

D a t a

（土曜・日曜日、祝日、年末年始は閉庁）

右のQRコードからデジタル
ブックにアクセスできます

人　口

消防署の出動件数

交通事故

人口総数

世帯数

男

女

平成29年3月1日現在、外国人を含む。
各種統計は市ホームページに掲載しています。

※（　）内は前年同期の増減数

※（　）内は平成28年度の累計

（年間累計）

火災 救急 救助 その他

毎月1日と15日は「防災デー」

安芸高田市ホームページ

広報あきたかたが
もっと手軽に！

人身事故

前年比

前年比

前年比

前年比

P2 目次

P3 特集

P6 平成29年度施政方針

P9 リレーコラム vol.5

P10 ホットな話題

P12 トピックス「市からのお知らせとニュース」

P16 市民のコーナー「人輝く」

P17 市民のコーナー「発表会」「自画像作成」

P18 健康いいカラダ

P20 げんきな親子

P22 安芸高田 警察

 空き家関連情報コーナー

P23 安芸高田 消防

P24 歴史紀行　～あの日の記憶は写真の中にⅡ～「刈田北小学校」 

P25 市長コラム

P26 暮らしの情報

P31 集まれ！安芸高田のアイドル

死者 負傷者
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「ふるさと納税返礼品」を
提供していただいてる方々

( 平成 29年 2月末現在 )

( 平成 29年 2月 )

（±0）
12件

（10）
1件

（1356）
111件

（19）
1件

（37）
1件

0人 16人
（±0） （-1）

29,654 -410

13,547 -31

14,261 -175

15,393 -235

バラエティ豊かなふるさと納税返礼品で

安芸高田市の魅力を発信します。

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
で

安
芸
高
田
市
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

特　集



返礼品の人気アイテムをご紹介

申し込み
は

        
 とっても

簡単！

まも
なく登場

　自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
や
、
ゆ
か
り
は
な
い

け
れ
ど
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
市

町
村
な
ど
へ
、
そ
の
想
い
を
「
寄
附
金
」

と
い
う
形
で
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
ふ

る
さ
と
納
税
」。
都
市
部
と
の
税
収
格
差

を
な
く
す
た
め
、
平
成
20
年
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
寄
附
金
に
応
じ
て
住
民

税
や
所
得
税
の
優
遇
（
減
税
）
や
各
市

町
で
特
色
を
表
す
返
礼
品
が
受
け
ら
れ

る
だ
け
で
な
く
、
自
分
が
大
切
に
思
っ

て
い
る
地
域
へ
の
支
援
が
で
き
る
な
ど

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
近
年
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。

　市
で
は
、
昨
年
の
10
月
に
返
礼
品
を

大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
7

月
か
ら
協
力
事
業
者
を
広
く
公
募
し
、

手
を
挙
げ
た
市
内
各
社
の
自
慢
の
商
品

が
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
お

米
や
新
鮮
野
菜
、
地
酒
な
ど
の
定
番
か

ら
、
手
作
り
時
計
、
多
肉
植
物
、
ホ
ー

ス
セ
ラ
ピ
ー
体
験
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊

か
な
返
礼
品
が
揃
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

4
月
に
は
広
島
血
統
和
牛
「
元
就
」
も

登
場
予
定
。
返
礼
品
の
大
き
な
目
玉
と

な
り
そ
う
で
す
。
ま
た
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
と
も
な
い
申
込
方
法
も
変
更
。
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
や
、
ふ
る
さ
と

納
税
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

か
ら
W
E
B
上
で
の
申
し
込
み
も
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
機

に
、
市
へ
の
寄
附
金
は
約
4
倍
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

　寄
附
金
の
使
い
道
を
本
人
が
選
べ
る

の
も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
。「
子
ど
も
の
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
」

や
「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
さ
か
ん
な
ふ
る

さ
と
づ
く
り
事
業
」
な
ど
6
つ
の
項
目

か
ら
選
択
が
可
能
で
す
。
全
国
に
安
芸

高
田
市
フ
ァ
ン
が
増
え
る
こ
と
を
め
ざ

し
て
、
今
後
も
返
礼
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

市では、ふるさと納税制度による本市への
さらなる寄附の促進や地元特産品の PR・
販売促進につなげるため、寄附者に魅力あ
る返礼品を提供いただける事業者を随時、
募集しています。条件は、市内で栽培、生産、
製造、加工またはサービスの提供がなされ
ているもの等。自社商品の PR にもつなが
りますので、ぜひご相談ください。

カタログ別紙の申込書を郵
送すると、市役所窓口で簡
単に申し込みが可能。ふる
さと納税サイト「ふるさと
チョイス」なら最短 5 分で
申し込みが完了します。詳
しくは「ふるさとチョイス
　安芸高田市」で検索！

広島には修学旅行で訪れたことしか
ありませんが、これを機に家族で旅
行に行きたいです。

旅行で訪れた際、市民の方に親切にして
いただきました。ありがとうございました。

お世話になった故郷がいつも元気であって
欲しいと心から願っております。

いつまでも自然の美しい町を追求して
ください。大好きな町です。

〈 問い合わせ 〉

財政課　☎42-5623

安
芸
高
田
ら
し
さ
が
キ
ラ
リ
と
光
る

個
性
豊
か
な
返
礼
品
が
ず
ら
り

進化し続ける返礼品に注目！

全国からうれしい声が
届いています

新しいアイテムが続 と々登場

返礼品の協力事業者
募集中！

指定農家が丹精込めて育てた広島生まれの「あきろまん」
と季節の野菜、安芸高田市産の調味料などの産品がセッ
トに。何が届くかはお楽しみ。

お楽しみ産直品　詰め合わせ

幅広い種類からセレクトされた、初心者から中級者
まで楽しめる多肉植物のお得なアソートセット。全
種品種名付きでお届け。

多肉植物特選アソートセット

すべてハンドクラフトの温かみあふれるデザイ
ンが魅力。世界に一つだけのオリジナルウォッ
チです。Aは男女兼用、Bは女性用。

手作り時計 A（左）
手作り時計 B（右）

広 と々した環境の下、ブロイラーの2倍になる約 80
日をかけてじっくり飼育された「廣島赤鶏」。程よく身
が締り、適度な脂肪を含んだ美味しい鶏肉です。

廣島赤鶏

地元の名峰・神の倉にちなんで命名。
酒の好適米「山田錦」を磨きあげて仕
込みました。まろやかでフルーティな吟醸
香、端麗な風味が楽しめます。

純米大吟醸「神の蔵」
720ml　1 本入

新ブランド「元就」とは、広
島生まれ広島育ち、父または
母が広島血統であり、肉質が
3 等級以上の和牛のこと。ム
ダな脂肪が少なく、鮮やかな
紅色に「サシ」が細かく入っ
ているのが特徴です。「元就」
の名前は、戦国武将の毛利
元就公がたたら製鉄とともに和牛を広めたことにちなんでいます。
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平成 29 年度施政方針

特集2

　本
市
を
取
り
巻
く
財
政
運
営
上
の
環
境

と
し
て
影
響
が
大
き
い
も
の
は
、
歳
入
全

体
の
約
40
%
を
占
め
る
普
通
交
付
税
の
合

併
特
例
加
算
措
置
の
段
階
的
な
減
額
で
あ

り
、
平
成
26
年
度
か
ら
段
階
的
減
額
が
始

ま
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
減
額
は
、
本
市

を
は
じ
め
と
し
た
8
つ
の
合
併
市
が
中
心

と
な
っ
て
国
に
働
き
か
け
た
、
普
通
交
付

税
制
度
の
見
直
し
が
実
現
し
た
こ
と
に
よ

り
、
当
初
よ
り
も
半
分
程
度
ま
で
小
さ
く

な
り
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
度
ま
で
は
普

通
交
付
税
の
減
少
基
調
は
継
続
す
る
た

め
、
財
政
運
営
は
一
段
と
厳
し
い
も
の
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
本
市
は
、

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
急
激
に
進
む

局
面
に
あ
り
、
こ
れ
は
全
国
の
中
山
間
地

に
顕
著
な
傾
向
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま

ま
続
け
ば
市
税
や
普
通
交
付
税
の
配
分
が

減
る
と
い
う
財
政
上
の
直
接
的
な
影
響
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
活
性
化
、
産
業
の
維

持
が
困
難
に
な
り
、
特
に
農
業
や
介
護
の

現
場
に
お
い
て
は
人
材
の
確
保
が
大
き
な

課
題
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　本
市
は
、
平
成
29
年
度
で
合
併
後
14
年

目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
新
市
建
設
計

画
を
着
実
に
実
行
し
、
市
と
し
て
十
分
な

施
設
や
機
能
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
旧
町
か
ら
引
き
継
い
だ
施
設
と
合

わ
せ
る
と
、
本
市
の
人
口
や
財
政
規
模
か

ら
す
れ
ば
過
剰
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
旧

町
か
ら
引
き
継
い
だ
施
設
の
中
に
は
老
朽

化
が
進
ん
だ
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
利

用
状
況
等
も
考
え
合
わ
せ
て
、
残
す
べ
き

か
ど
う
か
も
含
め
て
検
討
し
、
取
捨
選
択

し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
一
方
、

イ
ン
フ
ラ
施
設
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
現

在
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
は
欠
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
更
新
を
迎

え
る
高
度
成
長
期
に
整
備
さ
れ
た
イ
ン
フ

ラ
施
設
を
多
く
抱
え
る
本
市
に
と
っ
て

は
、
そ
の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
中

長
期
的
な
財
政
上
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　平
成
29
年
度
当
初
予
算
編
成
に
お
い
て

は
、
持
続
的
な
財
政
運
営
を
す
る
た
め
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
財
政
改
革
を

確
実
に
進
め
、
今
行
う
べ
き
課
題
に
正
面

か
ら
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
市
の
未
来

を
創
る
投
資
」、「
市
民
に
元
気
と
活
力
を

与
え
る
投
資
」、「
市
民
の
安
全
・
安
心
を

創
る
投
資
」
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
行

い
、
市
民
自
ら
が
全
国
に
誇
れ
る
「
住
み

続
け
た
い
ま
ち

　安
芸
高
田
市
」
を
創
る

こ
と
を
基
本
方
針
と
し
ま
し
た
。

（1） 

人
口
減
対
策
＝

　
　
　
　
　「市
の
未
来
を
創
る
投
資
」

　こ
の
よ
う
に
財
政
的
に
は
多
く
の
課
題

の
あ
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
人
口
減

対
策
」
に
つ
い
て
は
財
源
を
集
中
し
て
取

り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
「
市
を

存
続
さ
せ
る
た
め
の
対
策
」
で
す
。「
人

口
減
対
策
」は
、「
市
の
未
来
を
創
る
投
資
」

と
し
て
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

将
来
人
口
推
計
に
よ
れ
ば
、
平
成
36
年
の

本
市
の
人
口
は
2
6
，3
2
6
人
と
な
り
、

現
在
よ
り
も
約
3
，
4
0
0
人
減
少
す
る

予
想
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　そ
こ
で
、「
安
芸
高
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で
は
、
人
口
減

少
の
歯
止
め
対
策
・
少
子
高
齢
化
対
策
の

推
進
に
よ
り
、
推
計
プ
ラ
ス
1
，
2
0
0

人
を
目
標
と
し
、
平
成
36
年
の
目
標
人
口

を
2
7
，
5
0
0
人
と
設
定
し
ま
し
た
。

　平
成
28
年
度
は
取
組
の
初
年
度
と
い
う

こ
と
で
、
新
た
に
、
保
育
料
の
第
2
子
半

額
、
第
3
子
以
降
無
料
化
、
子
育
て
応
援

券
の
発
行
な
ど
の
「
子
育
て
支
援
の
取
組
」

や
、
起
業
支
援
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

誘
致
な
ど
「
働
く
場
の
確
保
の
取
組
」
を

始
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
2
年
目
の
平

成
29
年
度
は
こ
れ
ら
の
取
組
を
「
市
の
未

来
を
創
る
投
資
」
と
し
て
さ
ら
に
強
力
に

推
進
し
、
よ
り
効
果
を
上
げ
る
た
め
の
体

制
を
整
え
て
臨
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
平
成
29
年
度
を
、
平
成
36
年

の
目
標
人
口
2
7
，
5
0
0
人
の
達
成
に

向
け
た
具
体
的
な
ス
テ
ッ
プ
を
描
く
年
に

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（2） 

市
の
魅
力
を
引
き
出
し
、
発
信
＝

「
市
民
に
元
気
と
活
力
を
与
え
る
投
資
」

　安
芸
高
田
市
は
、
甲
立
古
墳
、
毛
利
元

就
関
連
史
跡
な
ど
の
特
徴
的
な
歴
史
、
神

楽
、
は
や
し
田
に
代
表
さ
れ
る
独
特
な
文

化
、
土
師
ダ
ム
、
湧
永
庭
園
な
ど
の
多
彩

な
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
、
可
能
性
に
満
ち

た
魅
力
的
な
ま
ち
で
す
。

　し
か
し
、
ま
だ
十
分
に
市
外
の
み
な
さ

ん
に
そ
れ
を
伝
え
き
れ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
安
芸
高
田
市
な
ら
で
は
の
魅
力

を
ま
だ
十
分
に
引
き
出
し
切
れ
て
お
ら

ず
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
切
れ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
も
感
じ
て
い

ま
す
。

　そ
の
た
め
に
、
平
成
29
年
度
は
、
こ
れ

ら
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
力
を
入
れ
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
安
芸
高
田

市
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
魅
力
を
市
外
の
人
に
発
信
す

る
と
と
も
に
、
市
民
が
そ
の
こ
と
に
誇
り

を
感
じ
、「
元
気
と
活
力
」
を
得
ら
れ
る

よ
う
な
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（3） 

高
齢
化
対
策
、
安
全
・
安
心
の
確
保
＝

「
市
民
の
安
全
・
安
心
を
創
る
投
資
」

　本
市
の
も
う
ひ
と
つ
の
課
題
は
、
急
速

な
高
齢
化
の
進
行
で
す
。
人
口
減
と
高
齢

化
が
同
時
に
進
む
状
況
下
で
は
、
地
域
の

互
助
機
能
や
家
庭
で
の
介
護
力
が
低
下
し

て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想
の
も

と
、
新
た
な
互
助
・
共
助
の
か
た
ち
を
創

り
、
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
し

た
。　平

成
29
年
度
は
そ
の
取
組
を
さ
ら
に
一

歩
進
め
、
高
齢
者
な
ど
日
常
の
生
活
に
支

援
が
必
要
な
人
や
、
そ
う
な
る
恐
れ
が
あ

る
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
把
握
し
、
必

要
な
支
援
や
情
報
を
適
切
に
提
供
で
き
る

仕
組
み
の
構
築
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　慣
れ
親
し
ん
だ
地
域
で
安
心
し
て
住
み

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
市
民
に
安
全
・

安
心
」
を
与
え
る
施
策
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（4） 

持
続
的
な
財
政
運
営
の
実
施
＝

「
受
益
者
負
担
の
適
正
化
」

　一
方
で
、
冒
頭
申
し
上
げ
た
と
お
り
、

本
市
の
主
要
な
財
源
で
あ
る
普
通
交
付
税

の
合
併
特
例
加
算
措
置
の
段
階
的
減
額
が

始
ま
っ
て
お
り
、
行
財
政
運
営
は
ま
す
ま

す
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
更

新
の
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
必
要
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
上
で
「
人
口
減
対
策
」
に

取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
更
な
る
行

財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　今
後
の
持
続
的
な
財
政
運
営
の
た
め
に

は
、
使
用
料
の
見
直
し
な
ど
の
受
益
者
負

担
の
適
正
化
、公
共
施
設
の
統
廃
合
な
ど
、

市
民
の
み
な
さ
ま
に
対
し
て
多
大
な
影
響

の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
も
踏
み
込
ん
で
、

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

丁
寧
に
ご
説
明
を
し
、
ご
理
解
を
い
た
だ

き
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　冒
頭
に
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
平

成
29
年
度
は
、
平
成
36
年
の
目
標
人
口

2
7
，
5
0
0
人
の
達
成
に
向
け
た
具
体

的
な
ス
テ
ッ
プ
を
描
く
、
重
要
な
年
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
事
業
を
着
実
に
行
う
た

め
4
月
1
日
付
け
で
組
織
機
構
の
見
直
し

を
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
大
き
く

は
次
の
3
点
で
す
。

　1
点
目
は
、
庁
内
の
複
数
部
局
に
ま
た

が
る
人
口
減
対
策
や
定
住
促
進
対
策
に
係

る
事
業
を
総
括
す
る
部
門
と
し
て
、
企
画

振
興
部
内
に
「
地
方
創
生
推
進
課
」
を
新

設
し
ま
す
。

　2
点
目
は
、
各
地
域
に
配
置
す
る
生
活

支
援
員
に
よ
り
新
た
な
自
助
・
共
助
の
形

を
創
り
出
す
部
門
と
し
て
、
福
祉
保
健
部

の
課
の
改
編
と
あ
わ
せ
て
「
健
康
長
寿
課

高
齢
者
生
活
支
援
係
」
と
し
、
総
務
部
な

ど
と
の
連
携
の
下
、
新
た
な
制
度
を
構
築

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　3
点
目
は
、
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
連
し
、

安
芸
高
田
市
ら
し
い
取
組
、
と
り
わ
け
文

本
市
の
財
政
運
営
上
の
環
境

市
の
存
続
の
た
め
に

取
り
組
む
べ
き
課
題

化
芸
能
部
門
で
神
楽
を
中
心
と
し
た
展
開

を
模
索
す
る
た
め
、
産
業
振
興
部
商
工
観

光
課
に
対
応
窓
口
を
一
元
化
し
、
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　平
成
29
年
度
は
、
財
政
上
の
厳
し
い
環

境
の
下
、
行
財
政
改
革
を
確
実
に
進
め
つ

つ
、「
市
の
未
来
を
創
る
投
資
」、「
市
民

の
安
全
・
安
心
を
創
る
投
資
」、「
市
民
に

元
気
と
活
力
を
与
え
る
投
資
」
に
つ
い
て

も
し
っ
か
り
と
行
い
、
市
民
自
ら
が
全
国

に
誇
れ
る
「
住
み
続
け
た
い
ま
ち

　安
芸

高
田
市
」
を
創
る
こ
と
を
施
政
方
針
と
し

ま
す
。
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
4
月
で
3
年
目
を
迎
え

る
内
田
さ
ん
。住
宅
政
策
課
で
空
き
家
バ
ン
ク
を
担
当

し
て
い
ま
す
。訪
れ
る
人
の
相
談
に
親
身
に
な
っ
て
答

え
る
姿
は
、す
っ
か
り
安
芸
高
田
市
民
で
す
が
、大
阪
府

豊
中
市
の
出
身
。大
阪
で
旅
行
会
社
に
務
め
て
い
る
時
、

総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ふ
と
見
か
け
た「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
ま
し
た
。「
会
社
務

め
の
場
合
、ど
う
し
て
も
会
社
の
意
向
に
沿
い
な
が
ら

決
め
ら
れ
た
仕
事
を
す
る
の
が
一
般
的
。自
分
の
考
え

や
想
い
を
反
映
で
き
る
仕
事
が
し
た
い
と
常
々
思
っ
て

い
ま
し
た
。地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、職
業
と
し
て
は
新

し
い
分
野
。自
分
の
力
を
試
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
ん

で
す
」。全
国
各
地
で
募
集
が
あ
る
中
、内
田
さ
ん
は
自

然
と
都
会
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
安
芸
高
田
市
に
注
目
。

母
方
の
祖
母
が
広
島
県
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、縁

を
感
じ
て
移
り
住
み
ま
し
た
。9
ヶ
月
の
息
子
さ
ん
を

持
つ
お
父
さ
ん
で
も
あ
り
、「
子
育
て
環
境
も
抜
群
で
、

地
域
の
人
も
温
か
い
」と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
す
。 

登

録
さ
れ
た
空
き
家
と
そ
こ
を
利
用
し
た
い
人
と
を
結
ぶ

空
き
家
バ
ン
ク
。内
田
さ
ん
が
担
当
し
て
か
ら
、約
48
件

が
成
立
し
ま
し
た
。「
空
き
家
に
新
し
い
住
人
が
決
ま
っ

た
時
が
最
も
嬉
し
い
瞬
間
。今
後
は
、移
り
住
ん
で
き
た

人
が
地
域
に
馴
染
む
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
」。自
身
も
安
芸
高
田
市
に
魅
力
を
感

じ
、ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
と
感
じ
て
い
る
一
人
。空
き

家
バ
ン
ク
の
利
用
を
検
討
し
て
い
る
方
々
に
、こ
れ
か

ら
も
そ
の
想
い
を
伝
え
続
け
ま
す
。

空
き
家
が
負
担
に
な
っ
て
い
る
人
と

そ
こ
に
住
み
た
い
人
の
懸
け
橋
に

自
分
自
身
が
感
じ
て
い
る

　

 

市
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い

内
田 

峻
典
さ
ん

住
宅
政
策
課

安
芸
高
田
市
で
、
夢
を
抱
い
て
様
々
な
活
動
に
取
り
組
む
挑
戦
者
た
ち
。

彼
ら
を
突
き
動
か
す
原
動
力
と
そ
の
熱
い
想
い
に
迫
り
ま
す
。

感
情
が
あ
ま
り

表
に
出
ま
せ
ん

消防団のほか、地元の演劇グ
ループ「五龍甲太郎一座」にも
参加。安芸高田ライフを満喫中

自然豊かな町でのびのびと育っ
ている9か月の息子さん。ご近
所でもアイドル的な存在です

家の近所にある「平佐八幡神
社」。甲田町を見渡せるこの場
所がお気に入り

　う
ち
だ

　

  

し
ゅ
ん
す
け

　本
市
を
取
り
巻
く
財
政
運
営
上
の
環
境

と
し
て
影
響
が
大
き
い
も
の
は
、
歳
入
全

体
の
約
40
%
を
占
め
る
普
通
交
付
税
の
合

併
特
例
加
算
措
置
の
段
階
的
な
減
額
で
あ

り
、
平
成
26
年
度
か
ら
段
階
的
減
額
が
始

ま
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
減
額
は
、
本
市

を
は
じ
め
と
し
た
8
つ
の
合
併
市
が
中
心

と
な
っ
て
国
に
働
き
か
け
た
、
普
通
交
付

税
制
度
の
見
直
し
が
実
現
し
た
こ
と
に
よ

り
、
当
初
よ
り
も
半
分
程
度
ま
で
小
さ
く

な
り
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
度
ま
で
は
普

通
交
付
税
の
減
少
基
調
は
継
続
す
る
た

め
、
財
政
運
営
は
一
段
と
厳
し
い
も
の
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
本
市
は
、

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
急
激
に
進
む

局
面
に
あ
り
、
こ
れ
は
全
国
の
中
山
間
地

に
顕
著
な
傾
向
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま

ま
続
け
ば
市
税
や
普
通
交
付
税
の
配
分
が

減
る
と
い
う
財
政
上
の
直
接
的
な
影
響
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
活
性
化
、
産
業
の
維

持
が
困
難
に
な
り
、
特
に
農
業
や
介
護
の

現
場
に
お
い
て
は
人
材
の
確
保
が
大
き
な

課
題
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　本
市
は
、
平
成
29
年
度
で
合
併
後
14
年

目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
新
市
建
設
計

画
を
着
実
に
実
行
し
、
市
と
し
て
十
分
な

施
設
や
機
能
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
旧
町
か
ら
引
き
継
い
だ
施
設
と
合

わ
せ
る
と
、
本
市
の
人
口
や
財
政
規
模
か

ら
す
れ
ば
過
剰
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
旧

町
か
ら
引
き
継
い
だ
施
設
の
中
に
は
老
朽

化
が
進
ん
だ
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
利

用
状
況
等
も
考
え
合
わ
せ
て
、
残
す
べ
き

か
ど
う
か
も
含
め
て
検
討
し
、
取
捨
選
択

し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
一
方
、

イ
ン
フ
ラ
施
設
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
現

在
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
は
欠
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
更
新
を
迎

え
る
高
度
成
長
期
に
整
備
さ
れ
た
イ
ン
フ

ラ
施
設
を
多
く
抱
え
る
本
市
に
と
っ
て

は
、
そ
の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
中

長
期
的
な
財
政
上
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　平
成
29
年
度
当
初
予
算
編
成
に
お
い
て

は
、
持
続
的
な
財
政
運
営
を
す
る
た
め
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
財
政
改
革
を

確
実
に
進
め
、
今
行
う
べ
き
課
題
に
正
面

か
ら
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
市
の
未
来

を
創
る
投
資
」、「
市
民
に
元
気
と
活
力
を

与
え
る
投
資
」、「
市
民
の
安
全
・
安
心
を

創
る
投
資
」
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
行

い
、
市
民
自
ら
が
全
国
に
誇
れ
る
「
住
み

続
け
た
い
ま
ち

　安
芸
高
田
市
」
を
創
る

こ
と
を
基
本
方
針
と
し
ま
し
た
。

（1） 

人
口
減
対
策
＝

　
　
　
　
　「市
の
未
来
を
創
る
投
資
」

　こ
の
よ
う
に
財
政
的
に
は
多
く
の
課
題

の
あ
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
人
口
減

対
策
」
に
つ
い
て
は
財
源
を
集
中
し
て
取

り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
「
市
を

存
続
さ
せ
る
た
め
の
対
策
」
で
す
。「
人

口
減
対
策
」は
、「
市
の
未
来
を
創
る
投
資
」

と
し
て
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

将
来
人
口
推
計
に
よ
れ
ば
、
平
成
36
年
の

本
市
の
人
口
は
2
6
，3
2
6
人
と
な
り
、

現
在
よ
り
も
約
3
，
4
0
0
人
減
少
す
る

予
想
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　そ
こ
で
、「
安
芸
高
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で
は
、
人
口
減

少
の
歯
止
め
対
策
・
少
子
高
齢
化
対
策
の

推
進
に
よ
り
、
推
計
プ
ラ
ス
1
，
2
0
0

人
を
目
標
と
し
、
平
成
36
年
の
目
標
人
口

を
2
7
，
5
0
0
人
と
設
定
し
ま
し
た
。

　平
成
28
年
度
は
取
組
の
初
年
度
と
い
う

こ
と
で
、
新
た
に
、
保
育
料
の
第
2
子
半

額
、
第
3
子
以
降
無
料
化
、
子
育
て
応
援

券
の
発
行
な
ど
の
「
子
育
て
支
援
の
取
組
」

や
、
起
業
支
援
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

誘
致
な
ど
「
働
く
場
の
確
保
の
取
組
」
を

始
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
2
年
目
の
平

成
29
年
度
は
こ
れ
ら
の
取
組
を
「
市
の
未

来
を
創
る
投
資
」
と
し
て
さ
ら
に
強
力
に

推
進
し
、
よ
り
効
果
を
上
げ
る
た
め
の
体

制
を
整
え
て
臨
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
平
成
29
年
度
を
、
平
成
36
年

の
目
標
人
口
2
7
，
5
0
0
人
の
達
成
に

向
け
た
具
体
的
な
ス
テ
ッ
プ
を
描
く
年
に

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（2） 

市
の
魅
力
を
引
き
出
し
、
発
信
＝

「
市
民
に
元
気
と
活
力
を
与
え
る
投
資
」

　安
芸
高
田
市
は
、
甲
立
古
墳
、
毛
利
元

就
関
連
史
跡
な
ど
の
特
徴
的
な
歴
史
、
神

楽
、
は
や
し
田
に
代
表
さ
れ
る
独
特
な
文

化
、
土
師
ダ
ム
、
湧
永
庭
園
な
ど
の
多
彩

な
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
、
可
能
性
に
満
ち

た
魅
力
的
な
ま
ち
で
す
。

　し
か
し
、
ま
だ
十
分
に
市
外
の
み
な
さ

ん
に
そ
れ
を
伝
え
き
れ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
安
芸
高
田
市
な
ら
で
は
の
魅
力

を
ま
だ
十
分
に
引
き
出
し
切
れ
て
お
ら

ず
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
切
れ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
も
感
じ
て
い

ま
す
。

　そ
の
た
め
に
、
平
成
29
年
度
は
、
こ
れ

ら
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
力
を
入
れ
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
安
芸
高
田

市
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
魅
力
を
市
外
の
人
に
発
信
す

る
と
と
も
に
、
市
民
が
そ
の
こ
と
に
誇
り

を
感
じ
、「
元
気
と
活
力
」
を
得
ら
れ
る

よ
う
な
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（3） 
高
齢
化
対
策
、
安
全
・
安
心
の
確
保
＝

「
市
民
の
安
全
・
安
心
を
創
る
投
資
」

　本
市
の
も
う
ひ
と
つ
の
課
題
は
、
急
速

な
高
齢
化
の
進
行
で
す
。
人
口
減
と
高
齢

化
が
同
時
に
進
む
状
況
下
で
は
、
地
域
の

互
助
機
能
や
家
庭
で
の
介
護
力
が
低
下
し

て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想
の
も

と
、
新
た
な
互
助
・
共
助
の
か
た
ち
を
創

り
、
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
し

た
。　平

成
29
年
度
は
そ
の
取
組
を
さ
ら
に
一

歩
進
め
、
高
齢
者
な
ど
日
常
の
生
活
に
支

援
が
必
要
な
人
や
、
そ
う
な
る
恐
れ
が
あ

る
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
把
握
し
、
必

要
な
支
援
や
情
報
を
適
切
に
提
供
で
き
る

仕
組
み
の
構
築
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　慣
れ
親
し
ん
だ
地
域
で
安
心
し
て
住
み

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
市
民
に
安
全
・

安
心
」
を
与
え
る
施
策
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（4） 

持
続
的
な
財
政
運
営
の
実
施
＝

「
受
益
者
負
担
の
適
正
化
」

　一
方
で
、
冒
頭
申
し
上
げ
た
と
お
り
、

本
市
の
主
要
な
財
源
で
あ
る
普
通
交
付
税

の
合
併
特
例
加
算
措
置
の
段
階
的
減
額
が

始
ま
っ
て
お
り
、
行
財
政
運
営
は
ま
す
ま

す
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
更

新
の
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
必
要
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
上
で
「
人
口
減
対
策
」
に

取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
更
な
る
行

財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　今
後
の
持
続
的
な
財
政
運
営
の
た
め
に

は
、
使
用
料
の
見
直
し
な
ど
の
受
益
者
負

担
の
適
正
化
、公
共
施
設
の
統
廃
合
な
ど
、

市
民
の
み
な
さ
ま
に
対
し
て
多
大
な
影
響

の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
も
踏
み
込
ん
で
、

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

丁
寧
に
ご
説
明
を
し
、
ご
理
解
を
い
た
だ

き
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　冒
頭
に
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
平

成
29
年
度
は
、
平
成
36
年
の
目
標
人
口

2
7
，
5
0
0
人
の
達
成
に
向
け
た
具
体

的
な
ス
テ
ッ
プ
を
描
く
、
重
要
な
年
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
事
業
を
着
実
に
行
う
た

め
4
月
1
日
付
け
で
組
織
機
構
の
見
直
し

を
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
大
き
く

は
次
の
3
点
で
す
。

　1
点
目
は
、
庁
内
の
複
数
部
局
に
ま
た

が
る
人
口
減
対
策
や
定
住
促
進
対
策
に
係

る
事
業
を
総
括
す
る
部
門
と
し
て
、
企
画

振
興
部
内
に
「
地
方
創
生
推
進
課
」
を
新

設
し
ま
す
。

　2
点
目
は
、
各
地
域
に
配
置
す
る
生
活

支
援
員
に
よ
り
新
た
な
自
助
・
共
助
の
形

を
創
り
出
す
部
門
と
し
て
、
福
祉
保
健
部

の
課
の
改
編
と
あ
わ
せ
て
「
健
康
長
寿
課

高
齢
者
生
活
支
援
係
」
と
し
、
総
務
部
な

ど
と
の
連
携
の
下
、
新
た
な
制
度
を
構
築

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　3
点
目
は
、
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
連
し
、

安
芸
高
田
市
ら
し
い
取
組
、
と
り
わ
け
文

目
標
人
口
達
成
の
た
め
の
体
制
整
備

化
芸
能
部
門
で
神
楽
を
中
心
と
し
た
展
開

を
模
索
す
る
た
め
、
産
業
振
興
部
商
工
観

光
課
に
対
応
窓
口
を
一
元
化
し
、
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　平
成
29
年
度
は
、
財
政
上
の
厳
し
い
環

境
の
下
、
行
財
政
改
革
を
確
実
に
進
め
つ

つ
、「
市
の
未
来
を
創
る
投
資
」、「
市
民

の
安
全
・
安
心
を
創
る
投
資
」、「
市
民
に

元
気
と
活
力
を
与
え
る
投
資
」
に
つ
い
て

も
し
っ
か
り
と
行
い
、
市
民
自
ら
が
全
国

に
誇
れ
る
「
住
み
続
け
た
い
ま
ち

　安
芸

高
田
市
」
を
創
る
こ
と
を
施
政
方
針
と
し

ま
す
。
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今年で 13回目を迎える市民フォーラムが開
催され、約 300 名の市民が参加しました。第
1部のステージ発表では、みどりの森保育所の
園児たちが歌と踊りを披露。会場は優しい笑顔
に包まれました。第 2部は、4名のパネリスト
を迎え、「若者が興す我まち安芸高田 PART2」
をテーマにパネルディスカッションを実施。若
者が地域活動に参加するためにはどうすれば良
いかをパネリストと会場が一体となって考え、
会場から意見する市民の姿も見られました。

障害のある方の自立と社会参加の促進に寄与
することを目的に、広島県が主催する「あいサ
ポートアート展」で入賞した作品を紹介する巡
回展示が行われました。市で巡回展示が行われ
たのは今回で2回目。絵画や陶芸など480点以
上の作品の中から選ばれた12点が展示されま
した。これに合わせて、市内の障害者施設にも
目を向けてもらおうと、市が市内の障害者施設
に作品を公募。応募のあった芸術作品も展示さ
れ、個性あふれる作品がギャラリーを彩りました。

サンフレッチェ広島の地元開幕戦の応援のた
め、約 90名の市民がバスツアーに参加し、エ
ディオンスタジアム広島へ向かいました。選手
入場の際には勇壮な姿の毛利武者隊が選手の花
道を演出し、入場をより一層盛り上げました。
試合は、サンフレッチェ広島が積極的に攻撃を
しかけ、後半には新加入の工藤選手のゴールで
先制しました。その後アルビレックス新潟に追
いつかれ結果は 1-1 の引き分けとなりました
が、新戦力の目立つ試合でした。

春の火災予防運動（3月 1日～ 7日）を前
に、吉田幼稚園・吉田保育所幼年消防クラブの
園児たちが防火パレードを行いました。はっぴ
姿の愛らしい園児たちが「火の用心　（カチカ
チ）　マッチ1本火事のもと」と声を出しながら、
ゆめタウン吉田店内を行進。今年は初めて、要
所に保護者用の撮影スポットも設けられました。
パレードの終着点である「ゆめ広場」に到着し
た園児たちは、多くの保護者や来館者が見守る
中、歌や鼓笛隊の演奏を精一杯披露しました。

市の未来をともに考える

個性豊かな作品がずらり！新戦力活躍！

園児が火災予防を呼びかけ
安芸高田市民フォーラム

あいサポートアート展巡回展示
市内障害者施設の方の芸術作品展

サンフレッチェ広島 
2017地元開幕戦応援バスツアー

吉田幼稚園・吉田保育所防火パレード

2月19日（日）／美土里生涯学習センターまなび

2月14日（火）～24日（金）
／クリスタルアージョ1F　市民ギャラリー

2月25日（土）／エディオンスタジアム広島

2月27日（月）／ゆめタウン吉田店

応援

パレ
ード

フォー
ラム

展示
会

©2017　S.FC

サンフレッチェ広島　必勝祈願

優勝
祈願

このコーナーは
市内のいろいろな出来事を
紹介するコーナーです。
皆さんの身近な出来事を
お知らせください。

安芸高田市　政策企画課
〒731-0592 安芸高田市吉田町吉田791番地
☎42-5627　　42-4376

こちらまで！

地元の人々に迎えられながら清神社に到着し
たサンフレッチェ広島のメンバーたち。キャン
プを行ったタイから帰国したばかりの選手たち
でしたが、疲れた様子も見せず必勝祈願に臨み
ました。厳かな雰囲気が漂う中、神事が行われ、
森保監督が地元の人が扮した毛利元就公から三
本の矢を受け取ると、大きな拍手がおこりまし
た。この日集まった見学者は約 200 人。多く
の人々の声援を受け選手たちは、今シーズンに
向けて気持ちを新たにしていました。

間伐された木がそのままの状態で放置されて
いる問題を解決するため、女性でも一人で集材
や運搬ができる手法や道具を体験する講座が開
催されました。参加者は 2日間で見学者を含め
約 50人。前半で講義とロープワークの実習を
受けた後、市有林でポータブルウインチを使っ
た搬出技術やロープを使った重量材の積み込み
方法などを体験しました。終了後のアンケート
では、「道具を使えば簡単にできることが分かっ
てよかった」などの声が寄せられました。

地産地消の推進とそば文化の普及を図るため、
地域振興事業団が実施している「三矢そば打ち
道場」の第3期が開催されました。全5回のカ
リキュラムでそば打ち技術を習得するというも
ので、今回も定員いっぱいの 5名が参加。そば
の本場、島根県飯南町にある「一福」のスタッ
フから指導を受けながら、そば打ちの魅力に触
れていました。そば粉は安芸高田産を使用。4
日目にはそばの美味しいゆで方を学ぶ試食もあ
りました。道場は来年度も実施される予定です。

王者奪還に向けて心新たに

そば打ちの奥深さに感動 里山整備のきっかけに
三矢そば打ち道場（第3期） 自伐型林業担い手育成

木材搬出講座（入門編）

2月6日（月）／清神社

2月13日（月）、24日（金）、27日（月）
3月  6日（月）、10日（金）／御里茶屋 2月5日（日）、6日（月）／クリスタルアージョ、安芸北森林組合

講座教室
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●
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
と
は

平
成
19
年
12
月
の
国
連
総
会
に
お
い

て
、
毎
年
４
月
２
日
を
「
世
界
自
閉
症
啓

発
デ
ー
」
と
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
全

世
界
の
人
々
に
自
閉
症
を
理
解
し
て
も
ら

う
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
も
、
世
界
自
閉
症
啓
発

デ
ー
・
日
本
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、

自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
害
に
つ

い
て
広
く
啓
発
す
る
た
め
、
毎
年
４
月
２

日
か
ら
８
日
を
「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」

と
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
等
の

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
中
央
図
書
館
に
お
い
て
、
４
月
１
日

〜
16
日
ま
で
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、

関
係
図
書
の
紹
介
等
を
行
い
ま
す
。

●
自
閉
症
と
は

自
閉
症
は
、
脳
の
発
達
の
仕
方
の
違
い

か
ら
「
他
の
人
の
気
持
ち
や
感
情
を
理
解

す
る
こ
と
」「
言
葉
を
適
切
に
使
う
こ
と
」

「
新
し
い
こ
と
を
学
習
す
る
こ
と
」
な
ど

が
苦
手
で
あ
り
、
一
般
的
な
「
常
識
」
と

思
わ
れ
る
こ
と
を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
苦

手
で
す
。
こ
の
た
め
、
真
面
目
に
取
り
組

ん
で
い
て
も
、
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
自
閉
症
の
人
た
ち
は
、
と
て
も

「
純
粋
」
で
、
自
分
の
感
じ
た
ま
ま
に
話

し
た
り
、行
動
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
、

感
覚
が
過
敏
で
あ
っ
た
り
記
憶
が
抜
群
な

人
も
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る

発
達
障
害
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
、
理
解
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
発

達
障
害
の
あ
る
人
だ
け
で
な
く
、
誰
も
が

幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実

現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
発
達
障
害
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。今

回
の
額
改
定
は
、
平
成
29
年
1
月
27

日
付
で
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
実
績
値

（
対
前
年
比
▲
0.1
％
）
が
公
表
さ
れ
た
こ

と
に
伴
う
減
額
改
定
と
な
り
ま
す
。

現
在
、
高
齢
者
の
方
の
見
守
り
支
援

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
認
知
症
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
ご
家
族
の
方
を
対
象
に
、
そ

の
高
齢
者
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合
に

早
期
発
見
に
役
立
つ
G
P
S
機
能
付
き
端

末
「
コ
コ
セ
コ
ム
」
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

「
コ
コ
セ
コ
ム
」
は
、
G
P
S
衛
星
と

携
帯
電
話
基
地
局
を
活
用
し
た
独
自
の
位

置
検
索
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
お
り
、
最

良
の
条
件
下
で
は
誤
差
5
m
〜
10
ｍ
と
い

う
高
精
度
の
情
報
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
所
在
確
認
の
問
い
合
わ
せ
に
は
、
専

任
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
24
時
間
対
応
し
、

き
め
細
や
か
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま

す
。も

し
も
の
時
の
心
強
い
味
方
で
す
。

ま
た
、
警
察
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
方

を
保
護
し
た
場
合
に
、再
発
防
止
の
た
め
、

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す
る
な
ど
、
安
芸

高
田
警
察
署
と
も
連
携
を
図
っ
て
い
ま

す
。今

後
、
高
齢
者
が
行
方
不
明
に
な
る
こ

と
を
ご
心
配
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
ぜ
ひ

一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

現
在
市
の
水
道
は
、水
道
事
業
１
事
業
、

簡
易
水
道
事
業
13
事
業
、
飲
料
水
供
給
事

業
２
事
業
の
計
16
事
業
で
経
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。

市
の
水
道
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
今
後

の
人
口
減
少
や
老
朽
化
し
て
い
く
施
設
の

維
持
費
ま
た
は
更
新
費
の
増
大
か
ら
、
経

営
の
悪
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、事
業
の
効
率
化
を
目
的
に
、

水
道
事
業
を
一
つ
に
す
る
準
備
を
進
め
て

来
ま
し
た
。

今
後
は
事
業
を
統
合
す
る
こ
と
で
、
管

理
の
適
正
化
や
コ
ス
ト
縮
減
等
、
効
率
的

な
経
営
体
制
の
確
立
を
目
指
し
事
業
を
進

め
て
行
き
ま
す
。

引
き
続
き
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

※

統
合
と
は
経
営
体
制
を
水
道
事
業
へ
一

元
化
す
る
こ
と
で
、
全
て
の
水
道
施
設

を
一
つ
に
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
加
入
者
の
皆
様
に
は
新
た
な

手
続
き
の
必
要
は
な
く
、
引
続
き
水
道

を
使
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
た

め
に
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
（
国
民
年

金
の
保
険
料
納
付
済
期
間
や
厚
生
年
金
保

険
、
共
済
組
合
等
の
加
入
期
間
を
含
む
）

と
国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
期
間
な
ど
を

合
算
し
た
資
格
期
間
が
原
則
と
し
て
25
年

以
上
必
要
で
し
た
。

平
成
29
年
8
月
1
日
か
ら
は
、
資
格
期

間
が
10
年
以
上
あ
れ
ば
老
齢
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

資
格
期
間
が
10
年
以
上
25
年
未
満
で

あ
っ
て
、
下
記
の
表
に
該
当
す
る
方
に
基

礎
年
金
番
号
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

住
所
及
び
年
金
加
入
記
録
を
あ
ら
か
じ
め

印
字
し
た
「
年
金
請
求
書
」
及
び
年
金
の

請
求
手
続
き
の
ご
案
内
を
日
本
年
金
機
構

か
ら
ご
本
人
あ
て
に
送
付
し
ま
す
。

請
求
手
続
き
は
8
月
1
日
以
前
で
も
可

能
で
す
。「
年
金
請
求
書
（
短
縮
用
）」
が

届
き
ま
し
た
ら
、
年
金
事
務
所
等
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
年
金
の
受
け
取
り
】

年
金
の
決
定
後
は
、
8
月
以
降
に
「
年

金
証
書
・
年
金
決
定
通
知
書
」
が
送
ら
れ

ま
す
。
お
支
払
い
は
10
月
以
降
に
な
り
ま

す
。

【
ご
相
談
・
お
手
続
き
の
際
の
お
願
い
】

全
国
の
年
金
事
務
所
で
年
金
相
談
の
予

約
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
年
金
事
務
所
の

窓
口
で
年
金
請
求
の
手
続
き
や
、
年
金
に

つ
い
て
の
相
談
を
希
望
す
る
方
は
、ぜ
ひ
、

予
約
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
予
約
相

談
の
受
付
は
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
０

５
７
０

－

05

－

１
１
６
５
」
で
行
っ
て
い

ま
す
。

年
金
請
求
に
必
要
な
書
類
な
ど
、
く
わ

し
い
こ
と
が
知
り
た
い
方
は
、
お
近
く
の

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
年
金
請
求
書
の
送
付
】

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

上
下
水
道
課

☎
47

－

１
２
０
３
　
　
47

－

１
２
０
６

簡
易
水
道
事
業
と
飲
料
水
供
給
事
業

を
水
道
事
業
へ
統
合
し
ま
す

4
月
か
ら
市
の
水
道
は
安
芸
高
田
市
水
道
事
業

と
し
て
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

児
童
扶
養
手
当
／
特
別
児
童
扶
養
手
当

子
育
て
支
援
課

☎
47

－

１
２
８
３
　
　
42

－

２
１
３
０

各
種
手
当
額
の
改
定
が

行
わ
れ
ま
す

児童扶養手当 第 2子加算額
全部支給
一部支給
全部支給
一部支給

１級
2級

全部支給
一部支給

42,330 円
42,320 円～9,990 円

10,000 円
9,990 円～5,000 円

6,000 円
5,990 円～3,000 円

51,500 円
34,300 円
14,600 円
26,830 円
14,600 円

42,290 円
42,280 円～9,980 円

9,990 円
9,980 円～5,000 円

5,990 円
5,980 円～3,000 円

51,450 円
34,270 円
14,580 円
26,810 円
14,580 円

▲40円
▲40円～▲10円

▲10円
▲10円～0円

▲10円
▲10円～0円

▲50円
▲30円
▲20円
▲20円
▲20円

第 3子以降
加算額

特別児童扶養手当

障害児福祉手当
特別障害者手当
経過的福祉手当

平成 29年 3月まで手当の名称等 平成 29年 4月から 比較
障
害
児
福
祉
手
当
／
特
別
障
害
者
手
当

／
経
過
的
福
祉
手
当

社
会
福
祉
課

☎
42

－

５
６
１
５
　
　
42

－

２
１
３
０

Q1　今月号でよかった内容や写真があれば
　　 教えてください。
Q2　取り上げてほしい内容や企画があれば
　　 教えてください。
Q3　広報に関するご意見・ご感想を
　　 お聞かせください。

メールもしくは、裏面の用紙にご記入いただき、
本・支所へ設置してあります広報ご意見ポストへ
投函ください。

懸賞付きアンケート協賛企業募集

【アンケート】

【受付】

jouhouka@city.akitakata.lg.jp
安芸高田市企画振興部政策企画課

「広報あきたかた」について
ご意見をお寄せください

「広報あきたかた」について
ご意見をお寄せください

広報安芸高田では「懸賞付きアンケート」掲載に
向け、市内外問わず、懸賞協賛企業を広く募集い
たしております。申し込み、お問い合わせは政策
企画課までご連絡ください。

自転車で走行中のお父さんを
自宅から8.5 ㎞離れた場所で無事発見！

朝から外出したまま
帰宅されないご主人を発見！

GPS機能付き端末
「ココセコム」

【午後 7 時 25 分】家族が、「午後 2 時ごろ自転車で出かけた父親
（88 歳）の帰宅が遅いので心配している。ココセコムを携帯している
ので探してほしい」と位置検索を要請しました。オペレーターが検索
すると、自宅から約 3.9 ㎞の地点を移動中であることが判明。家族
の要請を受けて、現場急行サービスを行いました。
【午後 8時】セコムの緊急対処員が急行し、自宅から8.5 ㎞の地点で、
自転車で走行中のお父さんを発見。
【午後 8 時 02 分】家族に無事発見した旨を連絡し、現地への対応を
要請しました。
【午後 8 時 21 分】家族が現地に到着し、無事にお父さんと会うこと
ができました。

【午後4時 01分】家族が「朝外出した主人（85歳）
の帰宅が遅い」と位置検索を要請。位置情報が
提供され、現場急行サービスを要請し、家族も現
場に向かいしました。家族が現場に到着した頃、
ご主人が再び移動を開始。ご主人の位置が自宅
付近へ変化したため、家族に自宅に戻っている可
能性があることを伝え、家族も自宅に戻りました。
【午後 4 時 50 分】セコムの緊急対処員が、自宅
でご主人を確認。
【午後4時 55分】ご家族も帰宅。

G
P
S
機
能
付
き
端
末
の
活
用
で

家
族
の
万
が
一
に
備
え
る

高
齢
者
福
祉
課

☎
47

－

１
２
８
１
　
　
47

－

１
２
８
２

全国事例
その 2

全国事例
その 1
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現
在
、
高
齢
者
の
方
の
見
守
り
支
援

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
認
知
症
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
ご
家
族
の
方
を
対
象
に
、
そ

の
高
齢
者
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合
に

早
期
発
見
に
役
立
つ
G
P
S
機
能
付
き
端

末
「
コ
コ
セ
コ
ム
」
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

「
コ
コ
セ
コ
ム
」
は
、
G
P
S
衛
星
と

携
帯
電
話
基
地
局
を
活
用
し
た
独
自
の
位

置
検
索
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
お
り
、
最

良
の
条
件
下
で
は
誤
差
5
m
〜
10
ｍ
と
い

う
高
精
度
の
情
報
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
所
在
確
認
の
問
い
合
わ
せ
に
は
、
専

任
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
24
時
間
対
応
し
、

き
め
細
や
か
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま

す
。も

し
も
の
時
の
心
強
い
味
方
で
す
。

ま
た
、
警
察
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
方

を
保
護
し
た
場
合
に
、再
発
防
止
の
た
め
、

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す
る
な
ど
、
安
芸

高
田
警
察
署
と
も
連
携
を
図
っ
て
い
ま

す
。今

後
、
高
齢
者
が
行
方
不
明
に
な
る
こ

と
を
ご
心
配
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
ぜ
ひ

一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

沖
縄
の
歌

姫
、
夏
川
り

み
さ
ん
と
京

都
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー

室
内
合
奏
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
ク
リ
ス
タ

ル
ア
ー
ジ
ョ
に
て
行
い
ま
す
。
　
　
　

大
ヒ
ッ
ト
し
た
「
涙
そ
う
そ
う
」
を
は

じ
め
と
す
る
曲
を
、
夏
川
り
み
さ
ん
の
透

き
通
っ
た
美
し
い
歌
声
で
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
6
月
9
日
（
金
）

【
開
演
】
19
時
（
18
時
30
分
開
場
）

【
場
所
】
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

【
チ
ケ
ッ
ト
販
売
開
始
】

4
月
23
日
（
日
）
10
時
〜

【
入
場
料
】

全
指
定
席
　
２
，
０
０
０
円
　

（
当
日
：
２
，
５
０
０
円
）

※

お
一
人
様
5
枚
ま
で

各
市
内
文
化
セ
ン
タ
ー
で
販
売

（
休
館
日
：
月
曜
・
祝
日
）

※

宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
、
特
別
料
金
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

※

未
就
学
児
の
ご
同
伴
、
ご
入
場
は
ご
遠

慮
下
さ
い
。

①
次
の
証
明
書
等
の
代
理
申
請
、
自
宅
等

へ
の
配
達

○
印
鑑
登
録
証
明
書
○
戸
籍
関
係
証
明
書

（
本
人
、
夫
、
妻
、
子
、
孫
、
父
母
、
祖
父

母
分
の
み
）
○
戸
籍
附
票
（
同
右
）
○
住
民

票
（
本
人
、
同
一
世
帯
分
の
み
）
○
所
得
、

課
税
、
納
税
証
明
書
（
同
右
）

②
保
健
医
療
関
係
、
福
祉
関
係
に
関
す
る

申
請
、
そ
の
他
の
手
続
き

③
市
役
所
へ
の
提
出
物
の
預
か
り
及
び
簡

易
な
依
頼
等
へ
の
対
応

※

詳
し
く
は
近
隣
の
市
職
員
や
地
域
の
民

生
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
ご
こ
ろ
代
行
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
職
員

が
市
の
発
行
す
る
証
明
書
等
の
代
理
申
請

や
、
市
役
所
へ
の
提
出
物
の
預
か
り
等
を

行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

【
利
用
対
象
者
】
一
人
で
外
出
す
る
こ
と

が
困
難
な
、
い
わ
ゆ
る
交
通
弱
者
で
次
に

該
当
す
る
市
民
の
方
に
な
り
ま
す
。

①
六
十
五
歳
以
上
の
方

②
障
害
の
あ
る
方

③
そ
の
他
、
市
長
が
対
象
者
と
同
等
の
状

　
態
に
あ
る
と
認
め
た
方

【
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
】

こ
れ
ま
で
、
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
た

め
に
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
（
国
民
年

金
の
保
険
料
納
付
済
期
間
や
厚
生
年
金
保

険
、
共
済
組
合
等
の
加
入
期
間
を
含
む
）

と
国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
期
間
な
ど
を

合
算
し
た
資
格
期
間
が
原
則
と
し
て
25
年

以
上
必
要
で
し
た
。

平
成
29
年
8
月
1
日
か
ら
は
、
資
格
期

間
が
10
年
以
上
あ
れ
ば
老
齢
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

資
格
期
間
が
10
年
以
上
25
年
未
満
で

あ
っ
て
、
下
記
の
表
に
該
当
す
る
方
に
基

礎
年
金
番
号
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

住
所
及
び
年
金
加
入
記
録
を
あ
ら
か
じ
め

印
字
し
た
「
年
金
請
求
書
」
及
び
年
金
の

請
求
手
続
き
の
ご
案
内
を
日
本
年
金
機
構

か
ら
ご
本
人
あ
て
に
送
付
し
ま
す
。

請
求
手
続
き
は
8
月
1
日
以
前
で
も
可

能
で
す
。「
年
金
請
求
書
（
短
縮
用
）」
が

届
き
ま
し
た
ら
、
年
金
事
務
所
等
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
年
金
の
受
け
取
り
】

年
金
の
決
定
後
は
、
8
月
以
降
に
「
年

金
証
書
・
年
金
決
定
通
知
書
」
が
送
ら
れ

ま
す
。
お
支
払
い
は
10
月
以
降
に
な
り
ま

す
。

【
ご
相
談
・
お
手
続
き
の
際
の
お
願
い
】

全
国
の
年
金
事
務
所
で
年
金
相
談
の
予

約
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
年
金
事
務
所
の

窓
口
で
年
金
請
求
の
手
続
き
や
、
年
金
に

つ
い
て
の
相
談
を
希
望
す
る
方
は
、ぜ
ひ
、

予
約
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
予
約
相

談
の
受
付
は
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
０

５
７
０

－

05

－

１
１
６
５
」
で
行
っ
て
い

ま
す
。

年
金
請
求
に
必
要
な
書
類
な
ど
、
く
わ

し
い
こ
と
が
知
り
た
い
方
は
、
お
近
く
の

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
年
金
請
求
書
の
送
付
】

「
ま
ご
こ
ろ
代
行
サ
ー
ビ
ス
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

財
政
課

☎
42

－

５
６
２
３
　
　
42

－

４
３
７
６

必
要
な
資
格
期
間
が
25
年
か
ら

10
年
に
短
縮
さ
れ
ま
す

三
次
年
金
事
務
所

☎
０
８
２
４

－

62

－

３
１
０
７

生年月日 送付の時期
2 月下旬
～3月下旬
3 月下旬
～4月下旬
4月下旬
～5月下旬

5月下旬
～6月下旬

6月下旬
～7月下旬

大正 15年 4月 2日
～昭和 17年 4月 1日
昭和 17年 4月 2日
～昭和 23年 4月 1日
昭和 23年 4月 2日
～昭和 26年 7月 1日
【女性】昭和 26年 7月 2日
　　　～昭和 30年 10月 1日
【男性】昭和 26年 7月 2日
　　　～昭和 30年 8月 1日

【女性】昭和 30年 10月 2日
　　　～昭和 32年 8月 1日
大正 15年 4月 1日以前生まれの方
共済組合等の期間を有する方

1

2

3

4

5

「
宝
く
じ
文
化
公
演
」

夏
川
り
み
と

京
フ
ィ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

生
涯
学
習
課

☎
42

－

０
０
５
４
　
　
42

－

４
３
９
６

切り取り線切り取り線

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

アンケート記入用紙
裏面アンケートの答えをご記入ください。

A1

A2

A3

お名前

性別　　男　・　女　　　　　　　　年齢　　　　　　歳

住所

〒

☎（　　　　　　　）　　　　　ー

ふりがな

お預かりした個人情報の取り扱いにつきましては厳重に管理し、取得目的以外には使用しません。

※取材のため、こちらからの連絡をご希望されない場合は
　右にチェックを入れてください。

ご連絡不可

な
だ

・アージョ ・・・・ クリスタルアージョ　☎42-2411
・フォルテ ・・・・ 八千代文化施設フォルテ　☎52-2323
・まなび ・・・・・・ 美土里生涯学習センターまなび　☎59-2120

・パラッツォ ・・ 高宮田園パラッツォ　☎57-1803
・ミューズ ・・・・ 甲田文化センターミューズ　☎45-4311
・みらい ・・・・・・ 向原生涯学習センターみらい　☎46-3121

【お問い合わせ先】生涯学習課　☎42-0054

X

Y

Z

A

B

C

D

E

F

G

H

I

W

J

K

L

M

N

O

P

Q

R

S

T

U

パラッツォ

まなび

みらい

パラッツォ

ミューズ

みらい

アージョ

フォルテ

まなび

パラッツォ

ミューズ

みらい

フォルテ

みらい

アージョ

ミューズ

パラッツォ

まなび

みらい

パラッツォ

ミューズ

みらい

アージョ

フォルテ

まなび

パラッツォ

ミューズ

みらい

フォルテ

みらい

アージョ

ミューズ

フォルテ

アージョ

ミューズ

まなび

パラッツォ

ミューズ

みらい

アージョ

フォルテ

まなび

パラッツォ

ミューズ

アージョ

ミューズ

フォルテ

みらい

フォルテ

アージョ

ミューズ

まなび

パラッツォ

ミューズ

みらい

アージョ

フォルテ

まなび

パラッツォ

ミューズ

アージョ

ミューズ

フォルテ

みらい

ミューズ

フォルテ

アージョ

ミューズ

フォルテ

アージョ

みらい

アージョ

フォルテ

まなび

パラッツォ

ミューズ

みらい

アージョ

フォルテ

みらい

フォルテ

アージョ

ミューズ

みらい

アージョ

フォルテ

まなび

パラッツォ

ミューズ

みらい

アージョ

フォルテ

みらい

フォルテ

アージョ

ミューズ

ミューズ

みらい

アージョ

フォルテ

まなび

パラッツォ

ミューズ

みらい

アージョ

ミューズ

アージョ

ミューズ

みらい

ミューズ

みらい

アージョ

フォルテ

まなび

パラッツォ

ミューズ

みらい

アージョ

ミューズ

アージョ

ミューズ

みらい

フォルテ

まなび

パラッツォ

ミューズ

みらい

アージョ

フォルテ

まなび

パラッツォ

みらい

フォルテ

みらい

ミューズ

フォルテ

まなび

パラッツォ

ミューズ

みらい

アージョ

フォルテ

まなび

パラッツォ

みらい

フォルテ

みらい

ミューズ

アージョ

フォルテ

まなび

パラッツォ

ミューズ

みらい

アージョ

フォルテ

まなび

ミューズ

アージョ

ミューズ

みらい

アージョ

フォルテ

まなび

パラッツォ

ミューズ

みらい

アージョ

フォルテ

まなび

ミューズ

アージョ

ミューズ

みらい

通路

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

通路

アージョ

アージョ

アージョ

通路

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

通路

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

アージョ

車椅子席（8席）

舞台
4 10 11 20 3021

1

1

10 11 20 3021

10 11 20 3021

入
口

入場券販売の初日に限り、各文化センターで指定したエリアのみ販売します。
※前売りで完売した場合、当日券は販売いたしません。

指定入場券の販売について初日

限定
4 月 23日（日）
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●
還
付
金
詐
欺
と
は

市
役
所
等
の
職
員
を
装
い
、
ウ
ソ
の
電

話
を
か
け
、「
保
険
料
の
払
い
戻
し
（
ま

た
は
医
療
費
の
払
い
戻
し
等
）
の
申
請
書

を
送
付
し
た
が
、
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な

い
」
な
ど
と
説
明
し
て
携
帯
電
話
番
号
や

取
引
銀
行
を
聞
き
、
携
帯
電
話
で
指
示
し

な
が
ら
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
Ａ

Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預
払
機
）
を
操
作
さ
せ
、

お
金
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
す
る
詐
欺
で

す
。

【
還
付
が
あ
る
場
合
の
手
続
き
方
法
】

市
で
は
、
保
険
料
や
市
税
等
の
還
付
が

あ
る
場
合
に
は
必
ず
文
書
で
ご
案
内
を
し

て
い
ま
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
市
か
ら
電
話
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
必
ず

「
所
属
」「
担
当
者
」「
支
給
や
還
付
の
内
容
」

を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　
還
付
金
詐
欺
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め

の
注
意
点

◆
保
険
料
等
の
還
付
の
た
め
、
申
請
書
提

出
や
通
知
も
な
く
、
被
保
険
者
に
電
話

だ
け
で
連
絡
す
る
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま

せ
ん
。

◆
保
険
料
等
の
還
付
の
た
め
、
金
融
機
関

で
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
求
め
る
こ
と
は
絶

対
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
保
険
料
等
の
還
付
の
た
め
、
金
融
機
関

の
特
定
の
口
座
を
指
定
し
て
振
り
込
み

を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
保
険
料
等
の
還
付
の
通
知
が
市
役
所
か

ら
届
い
て
い
な
い
の
に
、
電
話
で
還
付

金
の
連
絡
が
あ
っ
た
と
き
は
、
相
手
の

話
に
は
乗
ら
ず
に
い
っ
た
ん
電
話
を

切
っ
て
、
市
役
所
に
連
絡
し
て
事
実
か

ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※

相
手
か
ら
伝
え
ら
れ
た
携
帯
電
話
な
ど

の
電
話
番
号
は
、
別
の
と
こ
ろ
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対

に
か
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
求
め
る
電
話
や
手
紙

は
「
詐
欺
」
と
考
え
、
相
手
に
は
連
絡

せ
ず
に
、
す
ぐ
に
最
寄
り
の
警
察
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
還
付
金
詐
欺
被
害
者
の
多
く
は
高
齢
者

で
す
。
ご
家
族
の
方
は
定
期
的
に
連
絡

を
取
る
な
ど
し
て
、
被
害
に
あ
わ
な
い

よ
う
に
声
か
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
課

☎
42

－

５
６
１
４
　
　
42

－

２
１
３
０

高
齢
者
福
祉
課

☎
42

－

５
６
１
８
　
　
42

－

２
１
３
０

保
健
医
療
課

☎
42

－

５
６
１
９
　
　
42

－

２
１
３
０

還
付
金
・
振
り
込
め
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

●！ 市
で
は
、
保
険
料
等
の
還
付
が
あ
る
場
合

に
、Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
な
ど
を
お
願
い
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　知・徳・体のバランスのとれた教育実践が高
く評価され、広島県教育委員会より表彰されま
した。子どもの読書活動文部科学大臣表彰や体
力つくり優秀賞を受けるなど、学校教育におけ
る功績を残しています。

　学校全体で体力つくりに取り組み、
広島県児童生徒の体力・運動能力調
査において、顕著な向上が認められ
表彰されました。

平成 28年度 広島県教育奨励賞

　2 月 4 日（土）～ 5日（日）に
かけて、山梨県河口湖で開催され
た、第6回8人制少女サッカーガー
ルズエイトジャパン U-12 河口湖
大会で「メイプルガールズ広島」
が優勝しました。安芸高田市から
は、可愛小学校６年　山田温和さ
んが出場されま
した。おめでとう
ございます。

全国大会優勝
おめでとう

平成28年度 子供の体力向上
《体力つくり奨励賞》

【美土里小学校】

【来原小学校・向原中学校】

　2 月 8 日（水）、大正 2 年
から続く吉田小学校の伝統行
事、卒業記念の「自画像制作」
が行われました。「広島女学
院大学の三枡正典教授を講師
に迎え、年々完成度が上がっ
ています。今年も素晴らしい
作品が揃いました」と嶋田進
吾教頭。4 代続いている児童
が 2 名、3 代続いている児童
が 12 名。これまでの作品は
すべて大切に保管されていま
す。6 年生 65 名は、伝統行
事としての重みを感じながら、
いいものを残そうと懸命に取
り組んでいました。

100 年以上続く伝統行事
吉田小学校 6年生が自画像制作

筝曲やお茶会を通して
子どもたちが日本文化を体感

「信頼される建築士」
宮本知輝くん

「立派な宮大工」
川本　凜くん

ひの川幼稚園

刈田小学校

「世界に通用する
バックダンサー」
竹本理緒さん

「信頼される建築士」
世羅幸志郎くん

「活躍できる
プロ野球選手」
中尾健太郎くん

「笑顔輝く薬剤師」
吉田千花さん

特徴をしっかりととらえた
個性豊かな自画像が完成

　2 月 28 日（火）、ひの川幼稚園の筝曲発表＆卒
園茶会が行われました。まずは、沖田先生・塩﨑
先生の指導の下、1 年間お琴を学んできた園児たち
が、筝曲 “さくら” を披露。茶会では、盆手前で園
児たちが抹茶を点て、保護者たちに感謝の気持ちを
込め振る舞いました。成長した子どもたちの様子を
見て、目に涙を浮かべる保護者の姿も見られました。
また、3月 7日（火）には刈田小学校でも、６年生
児童が地域の方にご指導いただき、保護者や担任
の先生を招いて、初めてのお茶会「感謝の茶会」
を開催。伝統文化に学び、おもてなしの心と６年間
の感謝の気持ちを込め、成果を披露しました。
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安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課　栄養士

　安芸高田市食生活改善推進協議会は、食生活をはじめとする健康
づくりについての正しい知識や技術を学習し、自分が実践者となり、
家庭や地域の方々に健康づくりの輪を広げていくため“私たちの健康
は私たちの力で”をスローガンに、ボランティア活動を行っています。
　活動は、小学校や子育てサークル、男性料理教室など地域において
健康づくりのための料理教室を実施し、私たちが学習したことを伝え
ています。食べること、料理すること、健康づくりに興味のある方、ヘル
スメイトになり、一緒に健康づくりの輪を広めませんか？
　ご希望の方は下記までご連絡ください。

平成29年度安芸高田市健康診断のお知らせ
健康あきたかた21推進中！

保健医療課健康推進係　☎42-5633

健診の申し込み期限は平成29年4月21日（金）です。
期限を過ぎての申し込みはできません。　
今年度は秋のがん検診は実施しませんので、この機会にぜひお申し込みください。
今回の総合検診では土曜日の健診を追加しました。
健康管理のためにも健診を受けましょう。　

①総合健診
6月から7月に市内の各会場を検診車が巡回し、特定健診、がん
検診等が受けられます。日曜日の健診も1日設けています。

②人間ドック健診
13か所の医療機関から受診希望の医療機関を選び、特定健診、
がん検診等が受けられます。

③個別医療機関健診
かかりつけ医療機関において特定健診が受けられます。がん
検診はありません。

これらの3つの健診の詳細・申し込み方法は、３月下旬に各世帯に郵送
します「健康診断のお知らせ」をご覧ください。案内が届かない場合は、
保健医療課（電話：42-5633）までご連絡ください。

「私た
ちの健康は私たちの力で」ともに楽しく

無理せず！
楽しく！
健康に！平成 29 年度 4 月 1日以降、本市の行政組織機構の改編予定に伴い、業務を所管する課の名称や問合せ先が変更になる場合があります。

市からの告知に留意いただき、詳細をご確認ください。

ふれあいプラザ向原

吉田人権会館広島断酒ふたば会（中田克宣）
☎090-4802-1865

場所・日時

お問い合わせ

自分や家族のお酒の問題で悩んでいませんか？
お気軽にご相談ください。断酒会

保健医療課（☎42‐5619）

修学中の方の国民健康保険について　

マル学の保険証の交付に必要なもの
●修学先の学校の名称、修業年限または学年が確認できるもの（在学証明書や学生証など）
●個人番号がわかるもの
●認印
※修学先の学校は、学校教育法に規定されているところに限ります

注意
卒業後、引き続き国民健康保険に加入される方は、住民票がある市町村の国民健康保険に加入すること
になります。その時は、安芸高田市にも届け出が必要になりますのでご連絡ください。

　高校や大学等に通学のため、安芸高田市から転出する方は、引き続き安芸高田市国民健康保険（マル
学の保険証）が使える場合があります。該当する方は必要なものをそろえて届出をしてください。
　また、３月までにマル学の保険証を交付している世帯の方に、修学状況を確認する通知をしておりま
すので、内容の確認をお願いします。

平成28年12月診療分一人当たり医療費（単位円）

安芸高田市

26,464全被保険者

県平均

26,173

順位

15

（※県内順位・・・県内23市町で医療費が高い順）

国民健康保険についてわからないことがありましたらお問い合わせください。

〈 届け出窓口 〉保健医療課・各支所窓口係

4月 10日(月)18：30～20：30
4月21日(金)18：30～20：30
4月29日(土)13：30～15：30

4月07日(金)18：30～20：30

安芸高田市食生活改善推進協議会会員（ヘルスメイト）募集

〈 お問い合わせ 〉　保健医療課 ☎42-5633
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4月28日（金）
2歳6か月児相談

撮影に関するお問い合わせは
政策企画課まで。
企画振興部　政策企画課
☎42-5627

子育て中のみなさんを応援するコーナー。子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。子育て中のみなさんを応援するコーナー。子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

　家庭児童相談員、母子・父子自立支援員、保健師、
子育て支援員が子育ての悩みなど相談に応じます。

子育て相談
子育て支援センター　☎４７-１２８３(子育て支援課)

こども発達支援センター☎４７-４１５１
(保健センター2階 吉田町常友)

●受付時間／月曜日～金曜日　8：30～17：15 
　　　　　　　〈電話での相談も受け付けています〉

地域子育て支援センター
子育て支援センター　☎４７-１２８３(子育て支援課)

●吉田保育所　　  ☎42-0662
●小田東保育所      ☎45-2118

　こども発達支援員が、就学までの乳幼児の心身の
成長・発達に関する悩みなど相談に応じます。
●受付時間／月曜日～金曜日　8：30～17：15
　　　　　　　〈相談の申し込みは電話で受け付けをしています〉

健康診査
保健医療課　☎42-5633

　子育て中の親子交流の場です。子ども向けのオモチャ
を置いていますので、お気軽にお子様とご利用下さい。

●場所／クリスタルアージョ１階（吉田町吉田）
エレベーター正面奥側
●利用時間／月曜日～金曜日　8：30～17：15

下記の保育園は、随時園庭解放を行っております。行事の都合がありますので、各保育園にお問い合わせください。
刈田保育園 ☎52-2099　八千代南保育園 ☎52-3048　可愛保育園 ☎43-1776

子どもたちは友だちと遊んだり、お母さんと遊んだりと楽しい時間が過ごせます。そのかたわらで、
保護者の方は育児の悩みなど情報交換もできます。　 　《 持参するもの 》 お茶・タオル・着替え

健診 対象 月日 受付時間 会場

3歳児
健康診査

H25年
10月生まれ

4月13日（木）

1歳6か月児
健康診査

H27年
9月生まれ

4月20日（木）

乳児健康診査
H28年
6月生まれ

4月27日（木）

13:00 ～
　　13:15

保健センター

※健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児全般
における個別相談です。
※対象の方には個人通知します。
※体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医療課（電
話・お太助フォン42-5633）までご連絡ください。

４か月児相談・２歳６か月児相談
保健医療課　☎42-5633

月日 受付時間 対象 会場

4月28日（金） 保健センター
10:00～10:30 ２歳６か月児

（平成26年10月生まれ）

13:00～13:30 ４か月児
（平成28年12月生まれ）

※内容は、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児全般における個別
相談です。
※対象の方には個人通知します。
※体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医療課（電
話・お太助フォン42-5633）までご連絡ください。

育児相談
保健医療課　☎42-5633

月日 開催時間 対象 会場

10:00～11:30 保健センター4月14日(金) 乳幼児

※お子さんの身体測定をしてみましょう。保健師・栄養士が相談に応
じます。

母乳相談会
保健医療課　☎42-5633

月日 開催時間 対象 会場

10:00～11:30 保健センター4月14日(金) 妊婦・産婦

※母乳測定、乳房トラブル、卒乳など、お気軽にご相談ください。
※希望される方は、事前に保健医療課（電話・お太助フォン42-5633）
   までご連絡ください。

助産師が個別にご相談に応じます

すくすく離乳食教室（乳幼児健康教室）
保健医療課　☎42-5633

お口の発達にあった離乳食をすすめよう！
離乳食を楽しく学んでクッキング♪
1食分を実際に試食してみましょう！！

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。　
※参加希望の方は、保健医療課へお申し込みください。
●電話・お太助フォン 42-5633　●FAX　47-1282　
●受付時間 8：30～ 17：15　土日祝は除く　
●Email  :  sukusuku@city.akitakata.lg.jp
※メールで送られる場合は、件名に「すくすく離乳食教室申し込み」と
入力して、本文にお子さんの名前、月齢、アレルギーの有無、きょう
だい参加有無（有の方は、名前、年齢）を入力してください。

4月11日（火）
10：00～ 11：30

4月18日（火）
10：00～ 11：30

吉田保育所

入江保育園

みつや保育所

ひの川幼稚園

　園庭開放

園庭開放

園庭開放

日　時 保育所（園）名 内　容 日　時 保育所（園）名 内　容

吉田保育所

吉田保育所

小原保育所

向原こばと園

園庭開放

園庭開放

園庭開放

園庭開放 園庭開放
（なかよし広場）

4月18日（火）
10：00～ 11：30

4月20日（木）
10：00～ 11：30

4月25日（火）
10：00～ 11：30

4月26日（水）
9：45～ 11：00

4月27日（木）
10：00～ 11：30

4月27日（木）
10：30～ 11：45

生後４か月を迎えた赤ちゃんとその保護者に、
ブックスタートパック（絵本１冊、赤ちゃんおす
すめ本リストなど）をプレゼントします。
詳しくは、保健医療課から郵送される『４か月
児相談』の案内をご覧ください。

教育委員会生涯学習課　☎４２-００５４

赤ちゃんと保護者に
絵本の楽しさをお届けします

子育て支援センター　☎47-1283（子育て支援課）

※小さな子どもと保護者のための場所です。
   小学生以上の利用はご遠慮ください。

※持ち物／水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
※託児はありませんが、対象年齢ではないごきょうだいを一緒
に連れてこられても大丈夫です。
※事前の予約は必要なく、参加費は無料です。

４月14日（金）
受付10：00～10：15
活動10：15～11：00
４月20日（木）

受付10：00～10：15
活動10：15～10：45

吉田運動公園
エアロビクス室
（吉田町相合）

クリスタルアージョ1階
プレイルーム
（吉田町吉田）

親子体操
対象年齢
０～１歳児

親子交流会
 対象年齢
２～４歳児 

と　き ところ 内容

　子育てをしている保護者と子どもの交流の場として
いつでもご利用できます。保育士による育児相談やア
ドバイスなど、地域での子育てを支援しています。

平成 29 年度 4 月 1日以降、本市の行政組織機構の改編予定に伴い、業務を所管する課の名称や問合せ先が変更になる場合があります。
市からの告知に留意いただき、詳細をご確認ください。

日時 場所 申込期間 対象 持参物

4月21日(金)
10:00～12:00

クリスタルアージョ
101

4月11日（火）～
　　　4月１7日（月）

生後4か月児～
8か月児とその家族

保護者エプロン

　子育て家庭の交流の場として、親子交流会と親子体
操を開催しています。お気軽にご参加ください。
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空き家情報バンク制度のご案内

なくそう交通事故

減らそう犯罪

近年、全国的に空き家問題が発生しております。
たとえ空き家であったとしても、空き家の所有者
が適切な管理をしなければなりません。空き家の
管理方法にお困りではありませんか？
 安芸高田市では、空き家の有効活用を促進す
る一つの方法として「空き家情報バンク制度」を
設けています。空き家情報バンクへ登録していた
だいた物件は、ホームページ等で空き家利用希望
者へ公開しておりますので、物件の売買・賃貸を
お考えの方は、空き家の有効活用方法の一つとし
て登録をしてみてはいかがでしょうか。興味のあ
る方、空き家の管理ついてお困りの方は安芸高田
市役所住宅政策課までご相談ください。

※空き家を「売りたい・貸したい」、その他管理・
　活用など、お気軽にご相談ください。

※空き家等とは
「建築物又はこれに附属する工作物であって、居住
その他の使用がなされていないことが常態であるも
の及びその敷地（立木その他の土地に定着する物を
含む）」をいう。
※特定空き家等とは
①そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険とな
るおそれのある状態 
②著しく衛生上有害となるおそれのある状態 
③適切な管理が行われないことにより著しく景観を
損なっている状態 
④その他周辺の生活環境の保全を図るために放置す
ることが不適切な状態

HP登録件数
新規登録件数
成立件数

43件
25件
21 件

183 人

75 件

★H28 年度空き家バンク登録・成立状況（累計）

186 人

44 件
29 件
26 件

空き家利用希望者数

区分 1月末 2月末 H27年度まで

・人対車１件　　・追突事故１件　
・出会頭衝突１件　・車両相互 1件

管内交通事故の特徴

安芸高田警察署　　☎47-0110
市役所危機管理課　☎42-5625

子どもの犯罪被害防止

　子どもをねらった卑劣な犯罪が後
を絶ちません。日頃から、子どもに
身の危険を感じたときの対処法など
を繰り返し教え、練習をさせておき
ましょう。子どもの居場所がわかる
携帯電話などの防犯グッズを携帯さ
せることも防犯対策の一つです。

めざせ！日本一安全・安心な広島県の実現
『アンダー80作戦』～2020年に向けて～

広島県警察では、平成 32年（2020 年）までに
特殊詐欺の年間被害額を5億円以下とすること、
交通死亡事故者数を年間 75人以下とすることを目指し

春の全国交通安全運動

〈期間〉平成 29年 4月6日（木）から
　　　  　　　　　　　　4月15日（土）
広島県交通安全年間スローガン
・『まだいける　渡れそうでも　待つゆとり』

安芸高田警察署メルマガ

子どもに
教える

４つの約束

知らない人には
絶対に
ついて行かない

外で一人では遊ばない
定められた通学路を集団で通る
塾や習い事等への行き来は人通
りの多い明るい道を選び、友だち
と一緒に往復する

遊びに行くときは、どこで誰
と遊び、何時に帰るか家の人
に言ってから出かける

連れて行かれそうになったら、
大声で叫んだり、防犯ブザーや
ホイッスルを鳴らす

子ども自身の危険回避能力を向上させ、地域全体で子どもの見守り活動に取り組みましょう。

1

3

4

2

身近な犯罪情報などを
タイムリーに配信して
います（右のＱＲコー
ドから登録できます）

ロゴが 75なの、ちょっと嫌ですね。。。笑

http://www.akitakata.jp/ja/shisei/section/119/

安芸高田市消防本部・安芸高田消防署

TEL 42-0931　FAX 47-1191

　２月の初めに５か所の保育園又は保育所（みどりの森保育所、くるはら保育園、八千代南保育所、小田東保育所、
ふなさ保育園）で防火豆まきを行いました。
　みなさん大きな声で「鬼は外、福は内‼」と元気いっぱい豆を撒き、見事心の中にいる火遊び好きな鬼を退治
することができました。

①枯草などがある火災の起こりやすい場所では、火を使用しない。
②たき火などをしている時はその場を離れず、離れるときには完全に消火する。
③強風時及び乾燥時には、たき火、枯草焼きをしない。
④たばこは指定された場所で喫煙し、吸い殻を投げ捨てない 。
⑤火遊びをしない。
⑥たき火や枯草焼きなど、火を使用する際は、水バケツや消火器などの消火器具を準備して行う。

防火豆まきで鬼退治

火災は小さな不注意から発生します。自分の家や地域から火災を起こさないよう、今一度火の取り扱いに十分注意し
てください。

毎年3月20日から4月20日は林野火災防止月間です

みど
りの森

保育所

小田東保育所
ふな
さ保育

園

くるはら保育園 八千
代南保

育所

　安芸高田市消防本部では、毎年 3 月 20 日から４月 20 日までを林野火災防止月
間としています。この季節は全国的にも多くの火災が発生しており、安芸高田市でも
火災が多発する時季を迎えています。近年大きな林野火災は発生していませんが、
平成 5 年 4 月に吉田町で発生した林野火災は 5 日間燃え続け約 250 ヘクタールを
焼失しました。
　林野火災を防ぐためにも、次のことを心がけましょう。 平成5年吉田町林野火災
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介
護
知
識
を
事
前
に

習
得
さ
れ
、
一
人
一
人
が
地
域
で
活
躍
し
て
頂
き
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
補
完
を
し
て
頂
く
も
の
で
す
。
市
民
の

皆
様
に
ご
理
解
を
頂
く
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、

最
近
で
は
自
分
の
こ
と
と
し
て
理
解
し
て
頂
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
の
協

力
を
得
る
事
が
で
き
、
防
災
・
福
祉
分
野
な
ど
の
行
政

コ
ス
ト
を
削
減
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
人

材
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま

す
。
私
は
、「
人
種
差
別
」「
男
女
差
別
」
の
解
消
に
取

り
組
む
と
同
時
に
、「
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
」と「
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
」
が
こ
れ
か
ら
の
人
材
の
確

保
に
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
中
山
間
地
・
安
芸
高

田
市
で
の
農
業
・
介
護
等
の
従
事
者
の
人
材
確
保
は
深

刻
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
女
性
が
活

躍
で
き
る
社
会
づ
く
り
や
外
国
人
の
皆
様
の
助
け
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
女
性
の
活
躍
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、

家
族
・
地
域
・
職
場
の
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
外
国
人
の
方
に
日
本
で
快
く
就
労
し
て
頂

く
た
め
に
は
、
宗
教
や
食
文
化
を
含
む
生
活
様
式
を
理

解
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
市
で
は
将
来
、

必
要
な
人
材
を
確
保
す
る
為
に
、
他
の
自
治
体
に
先
駆

け
て
「
人
権
多
文
化
共
生
推
進
課
」
を
設
置
し
、
多
文

化
共
生
事
業
・
男
女
共
同
参
画
事
業
の
推
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。

●題字：安芸高田市長　浜田一義

「
マ
イ
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
タ
イ
ム
」
を
通
じ
て
思
う
こ
と

刈
田
北
小
学
校
は
、
明
治
10(

１
８

７
７)

年
に
土
師
小
学
校
と
し
て
開
校

し
ま
し
た
。
写
真
は
明
治
41
年
に
建
て

ら
れ
た
校
舎
で
す
。

柵
の
前
に
立
つ
着
物
の
女
性
と
学
生

服
の
男
性
の
６
人
が
先
生
で
、
畑
で
作

業
を
し
て
い
る
の
が
生
徒
の
よ
う
で

す
。
当
時
の
学
校
名
は
刈
田
北
尋
常
小

学
校
と
い
い
、「
八
千
代
町
郷
土
誌
」

(

昭
和
44
年)

に
は
こ
の
年
の
学
級
数

が
4
、
職
員
4
名
児
童
数
は
１
８
４
名

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
か
り
づ
ら
い
の
で
す
が
、
玄
関
の

左
右
に
は
学
校
名
を
書
い
た
看
板
が
掛

か
っ
て
お
り
、
左
の
も
の
に
は
「
刈
田

北
農
業
補
習
学
校
」
と
あ
り
ま
す
。
農

業
補
習
学
校
と
は
、
こ
の
頃
小
学
校
に

付
設
し
て
小
学
校
卒
業
者
な
ど
を
対
象

に
農
業
の
ほ
か
に
修
身
や
国
語
・
算
術

を
教
え
て
い
ま
し
た
。
も
し
か
す
る
と

こ
の
写
真
に
写
っ
て
い
る
の
は
児
童
が

下
校
し
た
あ
と
に
行
わ
れ
た
農
業
補
習

学
校
の
授
業
風
景
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

刈
田
北
小
学
校
は
、
土
師
ダ
ム
の
建

設
に
伴
っ
て
刈
田
小
学
校
と
統
合
が
決

ま
り
、
昭
和
46(

１
９
７
１)

年
3
月

24
日
に
廃
校
、
94
年
の
歴
史
を
閉
じ
ま

し
た
。

大正6（1917）年
（八千代町土師）

あの日の記憶は写真の中にⅡ［４］

「刈田北小学校」
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趣
旨

日
時

場
所

日
時

場
所

入
館
料

日
時

場
所

相
談
内
容

お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

手
続
き
の
流
れ

内
容

申
込

参
加
費

日
時

場
所

内
容

対
象

補
助
金
額

申
込

参
加
費

お
知
ら
せ

催
し

Living 
Information

安芸高田市　☎42-2111（代）

Living 
Information

安芸高田市　☎42-2111（代）
〈 FAX 〉

総務部・企画振興部・・・・・42-4376
市民部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・42-2130
福祉保健部・・・・・・・・・・・・・・・42-2130
産業振興部・・・・・・・・・・・・・・・42-1003
建設部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・47-1206
教育委員会・・・・・・・・・・・・・・・42-4396
議会事務局・・・・・・・・・・・・・・・47-0250
消防本部・消防署・・・・・47-1191

八千代支所・・・・・・・・・・・☎52-2111
美土里支所・・・・・・・・・・・☎54-0311
高宮支所・・・・・・・・・・・・・・・☎57-0311
甲田支所・・・・・・・・・・・・・・・☎45-4111
向原支所・・・・・・・・・・・・・・・☎46-3111

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
確
認
と
本
人
確
認
が
一
枚
の
カ
ー
ド

で
可
能
で
あ
り
、
ｅ

－

Ｔ
Ａ
Ｘ
な
ど
の
電

子
申
請
に
利
用
で
き
る
顔
写
真
付
き
の
も

の
で
す
。
カ
ー
ド
作
成
を
希
望
さ
れ
る
方

に
初
回
に
限
り
無
料
で
交
付
さ
れ
ま
す
。

○「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
」
の

記
入
と
郵
送

簡
易
書
留
で
郵
送
さ
れ
た
通
知
カ
ー
ド

の
下
部
に
あ
る
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

申
請
書
」
を
切
り
取
り
、顔
写
真
を
貼
り
、

必
要
事
項
を
記
入
、
押
印
し
返
信
用
封
筒

に
入
れ
て
郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函
し
ま
す
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
自
宅
の
パ
ソ

コ
ン
か
ら
も
申
請
で
き
ま
す
。

※

当
初
届
い
た
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

申
請
書
」
に
記
載
さ
れ
た
、
氏
名
・
住

所
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
申

請
書
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
総
合

窓
口
課
・
各
支
所
窓
口
係
で
新
た
に
申

請
書
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○「
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
」

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書(

ハ
ガ

キ)

が
届
い
た
ら
、
指
定
の
交
付
場
所
に

ご
本
人
が
受
け
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
受
け
取
り
の
際
に
必
要
な
も
の
は
、

ハ
ガ
キ
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
市
が
援
護
を
実

施
す
る
方
で
あ
っ
て
、
次
の
①
〜
⑥
の
い

ず
れ
か
で
通
院
す
る
方
に
交
通
費
の
一
部

を
支
給
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
等
、
他

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
場
合
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
（
腎
臓
機
能
障
害
）

所
持
者
の
人
工
透
析
の
た
め
の
通
院

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
を
所
持
す

る
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
児
童
の
障
害

の
更
生
の
た
め
の
通
院

※

保
護
者
分
も
支
給

③
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
・Ⓑ
所
持
者
の
障
害
の

更
生
の
た
め
の
通
院

※

保
護
者
分
も
支
給

④
小
児
特
定
疾
病
対
策
対
象
児
で
、
そ
の

治
療
の
た
め
の
通
院

※

対
象
児
が
18
歳
未
満
の
方
は
保
護
者
分

も
支
給

⑤
指
定
難
病
対
象
者
で
、
そ
の
治
療
の
た

め
の
通
院

⑥
自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
）
受
給

者
お
よ
び
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

所
持
者
の
障
害
の
更
生
の
た
め
の
通
院

※

対
象
児
が
18
歳
未
満
の
方
は
保
護
者
分

も
支
給

公
共
交
通
機
関
等
の
往
復
の
運
賃
相

当
額
を
算
出
し
、①
の
対
象
者
は
１
／
２
、

②
〜
⑥
の
対
象
者
は
１
／
３
を
支
給
し
ま

す
。

※

交
通
費
の
支
給
は
申
請
さ
れ
た
月
か
ら

対
象
に
な
り
ま
す
。

土
地
・
建
物
は
生
涯
を
通
じ
て
の
大
切
な

財
産
で
す
。

国
民
の
重
要
な
財
産
で
あ
る
土
地
や
建

物
は
、法
務
局
に
あ
る
登
記
簿
に
記
録（
登

記
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
権
利
が
保

全
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
土
地
の
位
置
や

範
囲
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
も
の
や
、
境

界
紛
争
な
ど
様
々
な
問
題
は
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
土
地
家
屋
調
査
士
は
不
動
産
の
表

示
に
関
す
る
登
記
の
専
門
家
。
い
ざ
と
い

う
時
、
あ
な
た
の
街
の
土
地
家
屋
調
査
士

が
お
役
に
立
ち
ま
す
。

「
表
示
登
記
の
日
」
の
無
料
相
談
を
行
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

4
月
2
日
（
日
）
10
時
〜
15
時

安
芸
高
田
市
吉
田
町
５
９
４

－

１

ゆ
め
タ
ウ
ン
吉
田
店
２
階
文
化
教
室

●
土
地
・
建
物
の
登
記
に
関
す
る
事
柄

（
建
物
の
登
記
・
土
地
の
分
筆
・
地
目

変
更
な
ど
）

●
土
地
の
所
在
な
ど
に
関
す
る
事
項

（
親
か
ら
相
続
し
た
土
地
の
登
記
は
あ

る
の
だ
が
実
際
に
ど
こ
に
あ
る
の
か
分

か
ら
な
い
な
ど
）

●
土
地
の
境
界
な
ど
に
関
す
る
事
項

（
隣
と
の
境
界
が
は
っ
き
り
し
な
い
な

ど
）

舛
岡
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

☎
47

－

２
０
５
２

市
は
、
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
提
供
す
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
、
市
が
所
有
す
る
公
用
車
を
一
般
競

争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
ヤ

フ
ー･

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。（
4
月
7
日
よ
り
掲
載

し
て
い
ま
す
）

公
用
車
　
４
台

※

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

4
月
7
日
〜
4
月
24
日

5
月
11
日
〜
5
月
18
日

　
平
成
29
年
２
月
28
日
、
立
候
補
の
届
出

を
締
切
っ
た
と
こ
ろ
、
立
候
補
者
の
数
が

定
数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、
投
票
は
行

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

・
横
田
財
産
区
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
当

選
者(

定
数
12)

　
松
笠 

稔

　
田
中 

照
明

　
平
川 

正
治

　
増
田 

雄
三

　
久
保 

伴
夫

　
原
田 

憲
義

　
新
宅 

光
博

　
六
箱 

靜
夫

　
下
原 

英
治

　
下
原 

秀
人

　
花
房 

護

　
岡
川 

元
春

　(

届
出
順)

１
．昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
平
成
８
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
者

２
．平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

者
で
次
に
掲
げ
る
者

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
30

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
者
、
又
は
②
人
事
院
が
こ
れ

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

　
　
　
３
月
31
日（
金
）〜
４
月
12
日（
水
）

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

　
　
　
　
６
月
11
日
（
日
）

※

詳
細
に
つ
い
て
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nta.go.jp

寄
附
件
数
　
26
件

寄
附
額
　
　
６
１
２
，
０
０
０
円

（
２
月
分
累
計
）

八
千
代
の
丘
美
術
館
で
は
、
４
月
か
ら

入
館
さ
れ
る
第
16
期
入
館
作
家
12
名
の
作

品
と
15
期
入
館
作
家
の
寄
贈
作
品
の
展
示

を
開
始
し
ま
す
。
こ
の
展
示
の
記
念
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
春
ま
つ
り
を
開
催
し
終
日
無

料
で
施
設
を
開
放
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

八
千
代
の
丘
美
術
館
収
蔵
作
品
展
、
灰
谷

正
夫
洋
画
展
も
開
始
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
家
族
お
誘
い
あ
わ
せ
て
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
４
月
９
日
（
日
）
10
時
〜
17
時

　
八
千
代
の
丘
美
術
館

　
　
無
料

　八
千
代
の
丘
美
術
館

☎
52

－

３
０
５
０

「
ひ
ろ
し
ま
さ
と
や
ま
未
来
博
２
０
１

７
」
の
構
成
事
業
の
一
つ
で
あ
る
「
コ

コ
ロ
ザ
シ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、

い
よ
い
よ
3
月
か
ら
、
各
地
域
を
舞
台

と
し
て
始
動
し
ま
す
。
応
募
さ
れ
た
市

民
の
手
作
り
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
に
、

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

本
市
に
お
い
て
も
、
安
芸
高
田
市
の

魅
力
を
生
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
ま
す
。
是
非
、
ご
参
加
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
下
川
根
ゆ
ず
オ
ー
ナ
ー
制
度
説
明
会

　
４
月
16
日
（
日
）

　
10
時
〜
11
時

　
高
宮
町
川
根
　
下
川
根
集
会
所

　ゆ
ず
年
間
オ
ー
ナ
ー
制
度
の
説
明
と
あ

わ
せ
て
、
実
際
に
ゆ
ず
園
を
訪
れ
、
年
間

を
通
し
て
の
作
業
内
容
や
ゆ
ず
の
楽
し
み

方
を
学
び
ま
す
。

　
な
か
ま
の
柚
子
園

　
☎
０
９
０

－

７
１
３
３

－

１
４
７
７

　
　

無
料

　
●
限
界
集
落
を
元
気
快
復
集
落
へ

　
５
月
14
日
（
日
）

　
9
時
〜
16
時

　
八
千
代
町
向
山
本
郷
地
区
　

　ス
コ
ッ
プ
を
片
手
に
耕
作
放
棄
地
を
農

地
と
し
て
よ
み
が
え
さ
せ
る
取
り
組
み

で
、
田
植
え
体
験
も
あ
り
ま
す
。
お
子
さ

ん
連
れ
の
参
加
も
大
歓
迎
。

　
棚
田
開
墾
モ
リ
モ
リ
倶
楽
部

　
☎
０
９
０

－

９
０
６
４

－

５
３
２
５

　
　

大
人
　
２
，
０
０
０
円

小
・
中
学
生
　
１
，
５
０
０
円

（
昼
食
・
お
土
産
付
）

【
先
着
20
名
】

コ
コ
ロ
ザ
シ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
始
ま
る
よ
！

政
策
企
画
課

☎
42

-

５
６
１
２

八
千
代
の
丘
美
術
館「
春
ま
つ
り
」開
催

生
涯
学
習
課

☎
42

-

０
０
５
４

ご
存
知
で
す
か
？

4
月
1
日
は
表
示
登
記
の
日
で
す

広
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
三
次
支
部

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド

を
作
り
ま
せ
ん
か

総
合
窓
口
課

☎
42

-

５
６
１
６

障
害
者
等
交
通
費
補
助
金
支
給
制
度

が
あ
り
ま
す

社
会
福
祉
課

☎
42

-

５
６
１
５
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出
品
物

参
加
申
し
込
み
期
間

入
札
期
間

財
政
課

☎
42

-

5
6
2
3

安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

4月の休日・夜間の救急医療

※都合により変更になる場合があります。出かける前に医療機関へお問い合わせください。

4 月の納税

※このおよろこびとおくやみは届出により掲載を希望された方のみです。市外で届けられた方や確認が取れていない方が名前の掲載を希望さ
れる場合は、政策企画課☎42-5627までご連絡ください。

ハローワーク安芸高田の
求人求職状況（1月分）

月間有効求職者数

月間有効求人数

月間有効求人倍率

361 人

608 人

1.68 倍

■高田地区休日夜間救急診療所
　吉田総合病院（吉田町）

■おおはた産婦人科（吉田町）

　平日　　　17：00～翌 8：30
　日・祝日　   8：30～翌 8：30
　【内科・外科】☎42-0636

　4月 9日（日）
　【産婦人科】☎42-0067

■国民健康保険税1期　　　納期限：5月1日（月）

吉田町

吉田町

美土里町

甲田町

向原町

高宮町

八千代町

八千代町

向原町

高宮町

美土里町

［吉　田］

［吉　田］

［吉　田］

［常　友］

［常　友］

［常　友］

［多治比］

［多治比］

［中　馬］

［中　馬］

［　桂　］

［上入江］

［下入江］

植﨑　 綾子
桂　　 　男
武田 ニシヱ

岡本 チズヱ

舩本　 　夫
青木　 　忠

吉田　 秀三

森原 登喜惠

宮西　 達二

前本　 俊克

大東　 　男
中村　 康夫

井筒　 泰子

（91歳）

（92歳）

（96歳）

（94歳）

（66歳）

（70歳）

（83歳）

（90歳）

（81歳）

（79歳）

（63歳）

（75歳）

（80歳）

［下　根］

［下　根］

［勝　田］

［佐々井］

［横　田］

［横　田］

［本　郷］

［本　郷］

［桑　田］

［桑　田］

［生　田］

［原　田］

小渕　 重子

中尾 キヨコ

原田 アキノ

堂珍　 博美

平野 八千惠

中迫　 茂子

上野　 正子

聖川　 清子

堀川 磨都惠

水戸　 省一

吉村　 迪子

山田　 幸子

（76歳）

（89歳）

（102歳）

（72歳）

（85歳）

（92歳）

（94歳）

（88歳）

（94歳）

（92歳）

（92歳）

（62歳）

［高田原］

［高田原］

［高田原］

［下小原］

［下小原］

［上小原］

［糘　地］

［　坂　］

［　坂　］

［　坂　］

［有　留］

上藤 ツルコ

田丸　 数人

中川　 睦子

下中　 康且

沖田　 幸枝

大杉　 泰三

尾田　 敏惠

垣原　　 修

𠮷宗　 輝義
大久保 克明

河原　 和子

（88歳）

（81歳）

（42歳）

（79歳）

（84歳）

（89歳）

（95歳）

（68歳）

（81歳）

（75歳）

（86歳）

升田　倖雪

川森　椿生

沖土居花穂

迫田ひなた

（ますだこゆき・女）

（かわもりつばき・男）

（おきどいかほ・女）

（さこだひなた・女）

小東　　司

黒瀬　友慎

中村　安那

（ことうつかさ・男）

（くろせゆうしん・男）

（なかむらあんな・女）

小笠原悠斗

深川　統也

深川　和樹

（おがさわらはると・男）

（ふかがわとうや・男）

（ふかがわかずき・男）
敬称略

敬称略

受
付
期
間

受
験
資
格

第
一
次
試
験

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
確
認
と
本
人
確
認
が
一
枚
の
カ
ー
ド

で
可
能
で
あ
り
、
ｅ

－

Ｔ
Ａ
Ｘ
な
ど
の
電

子
申
請
に
利
用
で
き
る
顔
写
真
付
き
の
も

の
で
す
。
カ
ー
ド
作
成
を
希
望
さ
れ
る
方

に
初
回
に
限
り
無
料
で
交
付
さ
れ
ま
す
。

○「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
」
の

記
入
と
郵
送

簡
易
書
留
で
郵
送
さ
れ
た
通
知
カ
ー
ド

の
下
部
に
あ
る
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

申
請
書
」
を
切
り
取
り
、顔
写
真
を
貼
り
、

必
要
事
項
を
記
入
、
押
印
し
返
信
用
封
筒

に
入
れ
て
郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函
し
ま
す
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
自
宅
の
パ
ソ

コ
ン
か
ら
も
申
請
で
き
ま
す
。

※

当
初
届
い
た
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

申
請
書
」
に
記
載
さ
れ
た
、
氏
名
・
住

所
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
申

請
書
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
総
合

窓
口
課
・
各
支
所
窓
口
係
で
新
た
に
申

請
書
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○「
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
」

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書(

ハ
ガ

キ)

が
届
い
た
ら
、
指
定
の
交
付
場
所
に

ご
本
人
が
受
け
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
受
け
取
り
の
際
に
必
要
な
も
の
は
、

ハ
ガ
キ
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
市
が
援
護
を
実

施
す
る
方
で
あ
っ
て
、
次
の
①
〜
⑥
の
い

ず
れ
か
で
通
院
す
る
方
に
交
通
費
の
一
部

を
支
給
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
等
、
他

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
場
合
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
（
腎
臓
機
能
障
害
）

所
持
者
の
人
工
透
析
の
た
め
の
通
院

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
を
所
持
す

る
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
児
童
の
障
害

の
更
生
の
た
め
の
通
院

※

保
護
者
分
も
支
給

③
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
・Ⓑ
所
持
者
の
障
害
の

更
生
の
た
め
の
通
院

※

保
護
者
分
も
支
給

④
小
児
特
定
疾
病
対
策
対
象
児
で
、
そ
の

治
療
の
た
め
の
通
院

※

対
象
児
が
18
歳
未
満
の
方
は
保
護
者
分

も
支
給

⑤
指
定
難
病
対
象
者
で
、
そ
の
治
療
の
た

め
の
通
院

⑥
自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
）
受
給

者
お
よ
び
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

所
持
者
の
障
害
の
更
生
の
た
め
の
通
院

※

対
象
児
が
18
歳
未
満
の
方
は
保
護
者
分

も
支
給

公
共
交
通
機
関
等
の
往
復
の
運
賃
相

当
額
を
算
出
し
、①
の
対
象
者
は
１
／
２
、

②
〜
⑥
の
対
象
者
は
１
／
３
を
支
給
し
ま

す
。

※

交
通
費
の
支
給
は
申
請
さ
れ
た
月
か
ら

対
象
に
な
り
ま
す
。

土
地
・
建
物
は
生
涯
を
通
じ
て
の
大
切
な

財
産
で
す
。

国
民
の
重
要
な
財
産
で
あ
る
土
地
や
建

物
は
、法
務
局
に
あ
る
登
記
簿
に
記
録（
登

記
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
権
利
が
保

全
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
土
地
の
位
置
や

範
囲
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
も
の
や
、
境

界
紛
争
な
ど
様
々
な
問
題
は
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
土
地
家
屋
調
査
士
は
不
動
産
の
表

示
に
関
す
る
登
記
の
専
門
家
。
い
ざ
と
い

う
時
、
あ
な
た
の
街
の
土
地
家
屋
調
査
士

が
お
役
に
立
ち
ま
す
。

「
表
示
登
記
の
日
」
の
無
料
相
談
を
行
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

4
月
2
日
（
日
）
10
時
〜
15
時

安
芸
高
田
市
吉
田
町
５
９
４

－

１

ゆ
め
タ
ウ
ン
吉
田
店
２
階
文
化
教
室

●
土
地
・
建
物
の
登
記
に
関
す
る
事
柄

（
建
物
の
登
記
・
土
地
の
分
筆
・
地
目

変
更
な
ど
）

●
土
地
の
所
在
な
ど
に
関
す
る
事
項

（
親
か
ら
相
続
し
た
土
地
の
登
記
は
あ

る
の
だ
が
実
際
に
ど
こ
に
あ
る
の
か
分

か
ら
な
い
な
ど
）

●
土
地
の
境
界
な
ど
に
関
す
る
事
項

（
隣
と
の
境
界
が
は
っ
き
り
し
な
い
な

ど
）

舛
岡
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

☎
47

－

２
０
５
２

市
は
、
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
提
供
す
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
、
市
が
所
有
す
る
公
用
車
を
一
般
競

争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
ヤ

フ
ー･

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。（
4
月
7
日
よ
り
掲
載

し
て
い
ま
す
）

公
用
車
　
４
台

※

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

4
月
7
日
〜
4
月
24
日

5
月
11
日
〜
5
月
18
日

　
平
成
29
年
２
月
28
日
、
立
候
補
の
届
出

を
締
切
っ
た
と
こ
ろ
、
立
候
補
者
の
数
が

定
数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、
投
票
は
行

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

・
横
田
財
産
区
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
当

選
者(

定
数
12)

　
松
笠 

稔

　
田
中 

照
明

　
平
川 
正
治

　
増
田 
雄
三

　
久
保 

伴
夫

　
原
田 

憲
義

　
新
宅 

光
博

　
六
箱 

靜
夫

　
下
原 

英
治

　
下
原 

秀
人

　
花
房 

護

　
岡
川 

元
春

　(

届
出
順)

１
．昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
平
成
８
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
者

２
．平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

者
で
次
に
掲
げ
る
者

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
30

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
者
、
又
は
②
人
事
院
が
こ
れ

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

　
　
　
３
月
31
日（
金
）〜
４
月
12
日（
水
）

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

　
　
　
　
６
月
11
日
（
日
）

※

詳
細
に
つ
い
て
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nta.go.jp

寄
附
件
数
　
26
件

寄
附
額
　
　
６
１
２
，
０
０
０
円

（
２
月
分
累
計
）

お仕事のご相談・求人募集は
ハローワークをご利用ください
☎42-0605　　42-0224

募
集

《応募資格》
18歳以上 27歳未満
《受付期間・試験日》
年間を通じて
受付しております。
詳細はお問い合わせ
ください。

自衛官候補生

■一般（大卒程度試験）
22 歳以上 26歳未満

《応募資格》
■一般（大学院卒者試験）
20 歳以上 28歳未満
（修士課程修了者等、見込含む）
■薬剤科
専門卒（見込含む）
20歳以上 28歳未満

■歯科
専門卒（見込含む）
20歳以上 30歳未満

自衛隊幹部候補生
《応募資格》
（一般公募）18歳以上34歳未満
（技能公募）18歳以上で国家免許資格を有する方
　　　　 上記資格を有し、53歳～55歳未満
《受付期間》
4月7日まで　
《試験日》　
4月14日、16日～18日のいずれか1日
※女子は16日、17日《受付期間》

3月１日～5月 5日
《試験日》
5月 13日、14日のいずれか 1日
※14 日は飛行要員のみ
※歯科・薬剤科は 5月 13 日

予備自衛官補（一般公募、技能公募）

※待遇、給与等の詳しい内容につきましてはホームペー
ジをご覧になるか、自衛隊可部募集案内所にお問い合
わせください。

※本庁・各支所にパンフレットを置いていますのでご利
用ください。

自衛官募集　～平和を仕事にする～

自衛隊可部募集案内所
☎082-815-3980

検索広島地本

八
千
代
の
丘
美
術
館
で
は
、
４
月
か
ら

入
館
さ
れ
る
第
16
期
入
館
作
家
12
名
の
作

品
と
15
期
入
館
作
家
の
寄
贈
作
品
の
展
示

を
開
始
し
ま
す
。
こ
の
展
示
の
記
念
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
春
ま
つ
り
を
開
催
し
終
日
無

料
で
施
設
を
開
放
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

八
千
代
の
丘
美
術
館
収
蔵
作
品
展
、
灰
谷

正
夫
洋
画
展
も
開
始
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
家
族
お
誘
い
あ
わ
せ
て
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
４
月
９
日
（
日
）
10
時
〜
17
時

　
八
千
代
の
丘
美
術
館

　
　
無
料

　八
千
代
の
丘
美
術
館

☎
52

－

３
０
５
０

「
ひ
ろ
し
ま
さ
と
や
ま
未
来
博
２
０
１

７
」
の
構
成
事
業
の
一
つ
で
あ
る
「
コ

コ
ロ
ザ
シ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、

い
よ
い
よ
3
月
か
ら
、
各
地
域
を
舞
台

と
し
て
始
動
し
ま
す
。
応
募
さ
れ
た
市

民
の
手
作
り
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
に
、

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

本
市
に
お
い
て
も
、
安
芸
高
田
市
の

魅
力
を
生
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
ま
す
。
是
非
、
ご
参
加
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
下
川
根
ゆ
ず
オ
ー
ナ
ー
制
度
説
明
会

　
４
月
16
日
（
日
）

　
10
時
〜
11
時

　
高
宮
町
川
根
　
下
川
根
集
会
所

　ゆ
ず
年
間
オ
ー
ナ
ー
制
度
の
説
明
と
あ

わ
せ
て
、
実
際
に
ゆ
ず
園
を
訪
れ
、
年
間

を
通
し
て
の
作
業
内
容
や
ゆ
ず
の
楽
し
み

方
を
学
び
ま
す
。

　
な
か
ま
の
柚
子
園

　
☎
０
９
０

－

７
１
３
３

－

１
４
７
７

　
　

無
料

　
●
限
界
集
落
を
元
気
快
復
集
落
へ

　
５
月
14
日
（
日
）

　
9
時
〜
16
時

　
八
千
代
町
向
山
本
郷
地
区
　

　ス
コ
ッ
プ
を
片
手
に
耕
作
放
棄
地
を
農

地
と
し
て
よ
み
が
え
さ
せ
る
取
り
組
み

で
、
田
植
え
体
験
も
あ
り
ま
す
。
お
子
さ

ん
連
れ
の
参
加
も
大
歓
迎
。

　
棚
田
開
墾
モ
リ
モ
リ
倶
楽
部

　
☎
０
９
０

－

９
０
６
４

－

５
３
２
５

　
　

大
人
　
２
，
０
０
０
円

小
・
中
学
生
　
１
，
５
０
０
円

（
昼
食
・
お
土
産
付
）

【
先
着
20
名
】

公
用
車
を
売
却
し
ま
す

財
産
管
理
課

☎
42

-

５
６
１
３

国
税
専
門
官
募
集

吉
田
税
務
署

☎
42

-

０
０
０
８

平
成
29
年
3
月
5
日
執
行

横
田
財
産
区
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
結
果

選
挙
管
理
委
員
会

☎
42

-

１
１
３
６
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吉田町
溝井　晴斗くん（H26.8.12 生）
「元気いっぱい遊んでね！」

みぞい　　　   はると

高宮町

石樵　遥斗くん（H26.8.13 生）
「元気に大きくなってね」

いしこり　　　はると

吉田町
折口　成実ちゃん（H24.8.13 生）「元気にすくすく育ってね♡♡」

おりぐち　　　なるみ

吉田町
宮本　澄空くん（H26.8.14 生）

「元気に育ってね」

みやもと　　　  そら

八千代町

城崎　優菜ちゃん（H26.8.23 生）
「元気に育ってね」

しろざき　　　  ゆな

吉田町

山田　梨愛ちゃん（H27.12.12 生）
「いつも笑顔をありがとう♡」

やまだ　　　　りあ

吉田町

山田　隆真くん（H26.8.12 生）
「元気に大きくなあれ♡」

やまだ　　　りゅうま

吉田町

丸山　偉地斗くん（H26.8.24 生）
「健康第１！元気に笑顔いっぱいに。」

まるやま　　　　 いちと 吉田町

田川　健くん（H26.8.27 生）
「優しい子になってね。」

たがわ　　   たける

吉田町

平木　奏真くん（H26.8.31 生）
「ニコニコ笑顔で大きくなあ～れ

♡」

ひらき　　　 そうま

撮影会についての詳細は裏表紙をご覧ください。

13 日（木）

27日（木）

予約は 3月 23日（木）より
受付　吉田人権会館
☎42-2826

予約は 4月 13日（木）より
受付 たかみや人権会館
☎52-1330

予約は相談日の 5日前まで
たかみや人権会館
☎57-1330

広島県社会保険労務士会
三次支部
道沖祐子 社労士事務所
☎52-3555

総務課
☎42-5611

吉田人権会館
☎42-2826

社会福祉課
☎42-5615

障害者基幹相談支援センター
☎47-1080

清風会つぼみ
☎47-2092

相談支援事業所もやい
☎45-2320

地域包括支援センター
☎47-1132

消費生活相談室
☎42-1143

☎局番なしの＃8000
（携帯電話からも利用可）

13：00～16：00

13：00～16：00

10：00～12：00

13：30～15：30

10：00～15：00

10日（月）

25日（火）

11日（火）

巡回無料弁護士相談会

行政相談

くらしの総合相談

総合相談 高宮会場

年金・労働
無料相談会

生活困窮者相談

障害者相談

高齢者相談

消費生活相談

お太助フォン相談

広島県小児救急医療
電話相談

美土里会場

甲田会場

向原会場

吉田会場

相談会名 相談内容 日にち 時間 場所 予約及びお問い合わせ先

吉田人権会館

たかみや人権会館

美土里支所

甲田支所

向原支所

注）相談時間はお 1 人 30 分
までです
注）相談回数は同じ相談では
1回に限ります
注）訴訟中の相談で弁護士に
利害関係がある場合は、相談
をお断りすることがあります

弁護士が無料で
様々な相談を
お受けします

国の機関へ苦情や意見・
暮らしの心配事の相談
などお受けします

様々な暮らしの心配事
相談をお受けします

年金・労働のお悩み、
障害年金請求の記入方
法などに社会保険労務
士がお答えします

生活保護など生活困窮
に対する相談をお受け
します

障害者やその家族の方
などのお悩みをお受け
します

高齢者に関する相談を
お受けします

悪質な商取引に関する
消費者相談をお受けし
ます

お太助フォンに関する
相談をお受けします

子どもの急な病気につ
いて休日や夜間にアド
バイスが受けられます

6日（木）

20日（木）

11日（火）

25日（火）

   26 日（水）

平日

平日

平日

平日

平日

平日

平日

水・金

吉田人権会館

たかみや人権会館

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話相談

ゆめタウン吉田店
2F

文化教室

10：00～15：00

10：00～15：00

13：00～15：45

8：30～17：15

8：30～17：30

8：30～17：00

9：00～18：00

8：30～17：30

9：30～12：00

13：00～16：30

広島県生活センター
☎082-223-8811

県民相談
離婚・相続・近隣トラ
ブル、交通事故などの
相談をお受けします

平日 電話・窓口相談9：00～17：00

9：30～18：00

19：00～翌 8：00

CBBS（中国ブロードバンド
サービス株式会社）☎45-7017
★お太助フォンからは
99-5500

4 月の相談

行政相談委員が
行政に関する
困りごとや意見など
お受けします
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